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１【法人運営関係会議】 

令和元年度における事業成果 

社会福祉法に基づき、理事会及び評議員会を定期的に開催し、前年度決算関係や次年度予算関係、各種事業執行の意思決定等が滞りなく行

われ、円滑な法人運営事務が執行できました。なお、３月に開催を予定した評議員会は、新型コロナウイルス感染症の影響により、みなし決

議といたしました。 

また、会長、副会長及び常務理事による役員幹部会を開催し、理事会及び評議員会に提案する案件のほか、法人運営に関係する情報交換を

行うなど、連携を図りながら進めることができました。 

監事会では、適正な事業の進行管理、予算執行や財務管理・会計処理について監査を受け、助言等を日常業務に反映させ、事業の効果的な

展開を図ることに結びつけることができました。  

また、年度中に評議員が退任したことから評議員選任・解任委員会を開催し、評議員選任を行いました。  

 

事 業 名 等 期 日 出席者数 内 容 等 

役員幹部会 

① 5 月 27 日 理事 ５名  ⑴ 理事会の審議案件等について  ※理事会開催前に事前打合せ会  

② 7 月 18 日 理事 ５名 

 ⑴ 成年後見制度利用促進の計画について 

⑵ 損害賠償請求に係る横浜地方裁判所の判決について 

⑶ 職員採用募集について  

③12 月 9 日 理事 ５名 
 ⑴ 理事会の審議案件等について  ※理事会開催前に事前打合せ会  

 ⑵ 介護サービスセンター運営会議の報告案件等について 

④12 月 17 日 理事 ５名  ⑴ 理事会の審議案件等について  ※理事会開催前に事前打合せ会  

⑤ 1 月 20 日 理事 ５名  ⑴ 理事会の審議案件等について  ※理事会開催前に事前打合せ会  

  



 

 

事 業 名 等 期 日 出席者数 内 容 等 

理 事 会 

① 5 月 27 日 
理事１３名 

監事 ２名 

決議事項 議案第１号 平成３０年度事業報告の承認について 

     議案第２号 平成３０年度計算関係書類及び財産目録の承認について  

     議案第３号 服務規程の改正について 

     議案第４号 嘱託職員の労働条件等に関する規程の改正について  

議案第５号 評議員候補者の推薦について 

     議案第６号 理事候補者について 

     議案第７号 監事候補者について 

     議案第８号 評議員選任・解任委員会の招集について 

     議案第９号 定時評議員会の招集について 

報告事項 報告第１号 会長及び常務理事の職務の執行状況について 

報告第２号 定年等に関する規程の改正について 

報告第３号 給与規程の改正について 

     報告第４号 災害時職員対応マニュアルについて 

     報告第５号 介護サービスセンター損害賠償請求に係る経過報告について  

② 6 月 14 日 理事１５名 

監事 ２名 

決議事項 議案第１号 会長の選任について 

     議案第２号 副会長の選任について 

     議案第３号 常務理事の選任について 

     議案第４号 評議員選任・解任委員会委員の選任について 

③12 月 9 日 理事１４名 

監事 ２名 

決議事項 議案第１号 介護サービスセンター損害賠償請求訴訟について  

     議案第２号 令和元年度資金収支補正予算について 

     議案第３号 令和２年度予算の編成方針について  

     議案第４号 社会福祉功労者等の顕彰について  

     議案第５号 令和元年度年末たすけあい義援金の配分について  

     議案第６号 令和２年度年末たすけあい義援金の配分方針について  

     議案第７号 理事候補者について  



 

 

理 事 会 

  

     議案第８号 評議員候補者の推薦について 

     議案第９号 ボランティアセンター運営委員会委員（交通遺児援護基金運営委員会委員）の選任について  

     議案第10号 評議員選任・解任委員会の招集について 

     議案第11号 評議員会の招集について 

報告事項 報告第１号 給与規程の改正について 

     報告第２号 職員採用試験の結果について 

     報告第３号 新年賀詞交歓会の開催について 

     報告第４号 各種委員会の開催状況について 

     報告第５号 令和元年台風１５号及び１９号に係る対応結果について  

     報告第６号 介護に関する入門的研修事業の受託について 

④12 月 17 日 
理事１３名 

監事 ２名 

決議事項 議案第１号 副会長の選任について 

報告事項 報告第１号 会長及び常務理事の職務の執行状況について 

     報告第２号 介護サービスセンター損害賠償請求訴訟について  

     報告第３号 成年後見制度利用促進の計画について 

     報告第４号 会員会費の納入状況について  

⑤ 1 月 20 日 
理事１５名 

監事 １名 

決議事項 議案第１号 介護サービスセンター損害賠償請求訴訟に係る判決について  

     議案第２号 評議員会の招集について   

⑥ 3 月 5 日 
理事１３名 

監事 ２名 

決議事項 議案第１号 令和２年度事業計画について  

     議案第２号 令和２年度資金収支予算について  

     議案第３号 定款の変更について  

     議案第４号 給与規程の改正について  

     議案第５号 評議員会の招集について 

報告事項 報告第１号 介護サービスセンター損害賠償請求事件の終結について 

     報告第２号 会長及び常務理事の職務の執行状況について 



 

 

評 議 員 会 

① 6 月 14 日 

評議員３１名 

理事 ２名 

監事 ２名 

報告事項 報告第１号 新評議員について 

決議事項 議案第１号 平成３０年度事業報告の承認について  

     議案第２号 平成３０年度計算関係書類及び財産目録の承認について  

     議案第３号 理事１５名の選任について 

     議案第４号 監事２名の選任について 

②12 月 17 日 
評議員３３名 

理事 ２名 

報告事項 報告第１号 新評議員について   

     報告第２号 給与規程の改正について  

     報告第３号 職員採用試験の結果について  

     報告第４号 令和２年度予算の編成方針について  

     報告第５号 令和元年度年末たすけあい義援金の配分について  

     報告第６号 新年賀詞交歓会の開催について  

     報告第７号 会員会費の納入状況について  

     報告第８号 令和元年台風１５号及び１９号に係る対応結果について  

決議事項 議案第１号 介護サービスセンター損害賠償請求訴訟について  

     議案第２号 令和元年度資金収支補正予算について 

     議案第３号 理事の選任について  

③ 1 月 29 日 
評議員２７名 

理事 ２名 
決議事項 議案第１号 介護サービスセンター損害賠償請求訴訟に係る判決について  

④ 3 月 25 日 
みなし報告 

みなし決議 

報告事項 報告第１号 介護サービスセンター損害賠償請求事件の終結について  

     報告第２号 給与規程の改正について 

提案事項 議案第１号 令和２年度事業計画について 

     議案第２号 令和２年度資金収支予算について  

     議案第３号 定款の変更について   

評議員選任・解任委員会 

① 6 月 4 日 
委員 ４名 

理事 ２名 
決議事項 議案第１号 評議員９名の選任について 

②12 月 17 日 
委員 ５名 

理事 ２名 
決議事項 議案第１号 評議員２名の選任について 



 

 

事業名等 期 日 出席者数 内容等 

監 事 会  5 月 10 日 監事 ２名 

平成３０年度 決算監査 

【指摘・改善事項】  

１ 会計処理、財産管理等について 

  会計書類、帳票類については、適切に処理されていた。  

  また、介護サービスセンターのシステム移行の原因に伴う介護給付費の過誤請求

についても、適切に処理されていた。   

   

２ 各種事業について  

 ⑴ 食の自立支援事業は、対象者及び配食件数が年々減少しているのが気になるが、

社会福祉協議会でないとできない業務ともいえることから、誇りをもって行って

ほしい。   

 ⑵ 法人後見事業は、受任件数も増え評価できる。社会福祉協議会としての使命や

社会的な役割を担っていると感じる。反面、経営的な視点でみたときに収益に結

び付く制度であれば良いと感じる。   

 ⑶ 福祉まるごと相談は、前年度に比較すると相談件数も増加している。対応は非

常に大変であると感じるが、今後も引き続き進めていただきたい。  

  

 



 

 

監 事 会  5 月 10 日 監事 ２名 

３ 会員会費について  

  会費は年々減少している中、特に特別会費及び賛助会費は減少の割合が高い。市

内企業等へのＰＲに努めていただきたい。   

４ 介護サービスセンターについて  

 ⑴ 近い将来の経営に不安があると感じる。年１回運営会議を開催しているが、そ

れとは別に経営知識のある専門家等に参画していただき検討委員会を設置するな

ど、新しい考え方を入れ込んだ会議体を位置づけていただきたい。  

 ⑵ 県等では経営のノウハウが学べる研修会を開催していることから、参加し知識

習得に努めてほしい。   

 ⑶ 県社協から受託し実施した介護に関する入門的研修は、直接人材確保に結び付

かない点もあるが、市を含めた考えのもと、うまく登録に反映できるよう工夫し

てほしい。  

   

   

  

 

 

  



 

 

監 事 会  5 月 10 日 監事 ２名 

【対応】 

１ 会計処理、財産管理等について 

 → 引き続き適正な運営管理を行ううえで必要な対応、事務作業の効率化及び事務

負担の軽減を図るとともに、内部チェック体制の強化に努めました。  

  

２ 各種事業について  

 ⑴ 食の自立支援事業は、対象者及び配食件数が年々減少しているのが気になるが、

社会福祉協議会でないとできない業務ともいえることから、誇りをもって行って

ほしい。   

 → 高齢者や障害者等に、定期的に栄養バランスがよく症状にあわせた食事を宅配

することによって、栄養状態の改善及び安否確認を行っています。  

安否確認にあたっては、市、社協、配食事業者の三者で利用者の健康状態等の情

報を共有し、地域内の介護保険事業所、地域包括支援センター、民生委員等との協

力のもと、見守り体制の強化に努めてきました。 

他の民間介護サービスの充実により、利用者は年々減少していますが、地域福祉

の推進という視点のもと、引き続き取り組んでいきます。  



 

 

監 事 会  5 月 10 日 監事 ２名 

 ⑵ 法人後見事業は、受任件数も増え評価できる。社会福祉協議会としての使命や

社会的な役割を担っていると感じる。反面、経営的な視点でみたときに収益に結び

付く制度であれば良いと感じる。   

 → 現在受任している案件については、報酬付与の申立を行い一件当たり月額

23,000～27,000 円ほどの報酬を得ることができています。 

   社会福祉協議会で受任することが適切だと判断できる場合については、積極的

に受任したいと考えていますが、被後見人の経済状況から報酬を受け取ることが

適切でないと判断する場合についは報酬を受け取らないことも検討しています。 

 ⑶ 福祉まるごと相談は、前年度に比較すると相談件数も増加している。対応は非

常に大変であると感じるが、今後も引き続き進めていただきたい。  

 → 事業開始から２年経過し、延べ相談件数は、前年度から新規１６件、継続は３０

８件増加しました。制度で分断することなく継続的に関わる世帯や多機関が関わ

り調整を必要とする世帯などへの支援は、特に今後も増加が見込まれます。  

   また令和元年度は、「ひきこもり者の支援」について関係機関での対応状況の共

有や家族会など新たな社会資源創出のための意見交換を行い、相談支援の包括化

を図りました。（地域に向けた講演会は新型コロナウイルス感染症拡大防止により

延期）   

   今後も引き続き、相談支援機関との連携、市との連絡調整等の機能強化を図り

ながら、相談支援体制の充実に向け取組んでいきます。     



 

 

監 事 会  5 月 10 日 監事 ２名 

３ 会員会費について  

  会費は年々減少している中、特に特別会費及び賛助会費は減少の割合が高い。市

内企業等へのＰＲに努めていただきたい。   

 → 市内の企業等に、社協会費について理解と協力を得られるよう、会費を財源と

して実施されている地区行事等の様子を、ホームページで周知することに努めまし

た。 

 

４ 介護サービスセンターについて  

 ⑴ 近い将来の経営に不安があると感じる。年１回運営会議を開催しているが、そ

れとは別に経営知識のある専門家等の意見を聞くなど、新しい考え方を入れ込ん

だ経営感覚を養ってほしい。  

 →  介護保険制度改正や報酬改定が行われる中、その影響により経営面は安定し

ない状況が続いているとともに、高齢化により介護ニーズが高まる中で、一層の労

働力確保、職場定着、働き方改革等の経営的な課題は減ることはなく、介護分野の

変化を見据えた中長期の展望を立案していくことが重要性を増してきています。   

   その中で、経営知識のある専門家等に意見を頂くことは必要不可欠であると受

け止め、適任な方の検討を続けています。また、職員においても外部研修等に参加

し、他事業所等の経営実態を把握しながら、本会介護サービス事業の経営改善に繋

げられるよう努めてきました。 



 

 

監 事 会  5 月 10 日 監事 ２名 

 ⑵ 県等では経営のノウハウが学べる研修会を開催していることから、参加し知識

習得に努めてほしい。   

 → 全国社会福祉協議会及び神奈川県社会福祉協議会が主催する階層別・職務課題

別の研修、更には神奈川県が主催する介護事業者向け研修に参加し、法人施設マネ

ジメントや経営論等の知識習得に努めました。  

 ⑶ 県社協から受託し実施した介護に関する入門的研修は、直接人材確保に結び付

かない点もあるが、市を含めた考えのもとうまく登録に反映できるよう工夫して

ほしい。  

 → 令和元年度２回目の実施となり、修了者の中から新規にヘルパーとして、当初

１名が登録に結び付く実績となりました。引き続き受託事業として実施し、若年層

の参加を増やしていくよう努めていく計画としています。  

 

  



 

 

２【地区社会福祉協議会関係会議】 

令和元年度における事業成果 

地区社会福祉協議会会長会議では、情報の交換・共有化等を図りました。  

 

 

事 業 名 等 期 日 出席者数 内   容   等 

地 区 社 会 福 祉 協 議 会 

会 長 会 議 

 

① 5 月 23 日 
会長２３名 

会計１４名 

議題等 ⑴ 市社協次期理事候補者２名の推薦について 

    ⑵ 地区社協会長の交代に伴う市社協評議員候補者７名の推薦について 

⑶ 地区社会福祉協議会連絡協議会副会長１名の互選について  

⑷ 小田原市社会福祉協議会の概要について 

⑸ 令和元年度地区社協関係事業について 

⑹ 令和元年度重点事業に対する補助金の申請等について  

⑺ 地域福祉コーディネーター養成研修会の開催について  

⑻ 令和元年度共同募金運動用資材数の確認について  

② 11 月 5 日 
会長２２名 

会計 ２名 

議題等 ⑴ 令和元年度社協会費の納入状況について 

⑵ 令和元年度共同募金運動における街頭募金の結果について 

⑶ 令和元年台風 15 号及び 19 号の災害に係る対応結果について 

⑷ 交通遺児援護事業について 

⑸ ケアタウン事業推進団体応援補助事業概要について  

⑹ 生活困窮者自立相談支援事業について 

⑺ 社協さんちの井戸端会議について 

⑻ 地区社会福祉協議会の運営について（情報交換）  



 

 

地 区 社 会 福 祉 協 議 会 

会 長 会 議 
③ 2 月 27 日 

会長２４名 

会計 ９名 

議題等 ⑴ 令和元年度共同募金地区別実績額について 

⑵ 令和元年度地区社協育成費補助金実績報告書の提出について 

⑶ 令和２年度社協会費の募集依頼及び必要資材数等について 

⑷ 令和２年度地区社協関係事業の予定について 

⑸ 令和２年度地区社協育成費補助金の交付予定額について 

⑹ 令和２年度末たすけあい義援金の配分申請ついて  

⑺ きずなチーム代表者変更報告書の提出について  

⑻ 新型コロナウイルスの感染症対策について 



 

 

 

３【専門委員会等運営会議】 

令和元年度における事業成果 

各種委員会については、計画に沿った開催をし、ボランティアグループ等活動助成金の配分、交通遺児世帯への支度金・激励金等の支給及

び社協おだわらの発行について適正に遂行することができました。 

介護サービスセンター運営会議においては、各実施事業の状況と課題を報告し、本事業所が本市の介護サービス提供体制を継続して支えて

いけるように、介護労働力が不足する中での経営安定化に向けた研究と、訪問介護員の人材発掘・確保に向け、今後の方針等を共有しました。 

 

事 業 名 等 期 日 出席者数 内   容   等 

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 

運 営 委 員 会 

9 月 13 日 委員 5 名 

議題等 ⑴ ボランティアセンター事業概要について 

    ⑵ 平成 30・令和元年度ボランティアセンター寄託金品の状況について  

⑶ 令和元年度ボランティアグループ等活動団体助成金の配分について  

交 通 遺 児 援 護 基 金 

運 営 委 員 会 

議題等 ⑴ 平成 30 年度交通遺児援護基金事業の結果について 

    ⑵ 令和元年度支度金・激励金等の支給について 

    ⑶ 令和元年度交通遺児援護事業の周知について 

  

  



 

 

 

 

広 報 編 集 委 員 会 

① 4 月 26 日 委員６名 
議題等 ⑴ 正副委員長の互選について 

⑵ 社協おだわら第 121 号について 

② 6 月 17 日 委員６名 
議題等 ⑴ 社協おだわら第 121 号について 

    ⑵ 社協おだわら第 122 号の内容について 

③ 7 月 31 日 委員５名 議題等 ⑴ 社協おだわら第 122 号について 

④ 9 月 25 日 委員５名 
議題等 ⑴ 社協おだわら第 122 号について 

    ⑵ 社協おだわら第 123 号の内容について 

⑤10 月 30 日 委員５名 議題等 ⑴ 社協おだわら第 123 号について 

⑥12 月 11 日 委員５名 
議題等 ⑴ 社協おだわら第 123 号について 

    ⑵ 社協おだわら第 124 号の内容について 

⑦ 1 月 29 日 委員６名 議題等 ⑴ 社協おだわら第 124 号について 

⑧ 3 月 18 日 委員６名 
議題等 ⑴ 社協おだわら第 124 号について 

    ⑵ 社協おだわら第 125 号の内容について 

介護サービスセンター運営会議 12 月 17 日 委員１5 名 議題等 ⑴ 令和元年度上半期の運営状況について 

 

  



 

 

 

４【研修・研究事業】 

令和元年度における事業成果 

将来、社会福祉職に就くことを希望している大学生等の実習を受け入れ、様々な知識・技術や情報を提供し、学習支援を行うことができま

した。 

他市町社協等の視察及び研修会にも対応し、情報交換をしながら相互の抱える課題を共有する機会とすることができました。 

市内社会福祉法人連携事業では、地域活動実践者の交流イベントとして企画した「社協さんちの井戸端会議」に社会福祉法人にも参加を呼

びかけ、地域住民と施設職員との交流を目指しました。 

職員会議では、組織・事業の課題や方向性について情報を提供する機会とし、新たに取り組みを始めた「業務連携定例会」と併せて職員相

互が共通理解のもと、業務が進めることができるよう努めました。 

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

ソーシャルワーク実習生受入 

 9 月 1 日 

～ 

10 月 7 日 

日本女子大学 人間社会学部 社会福祉学科 ３年 １名 

神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部 社会福祉学科 ３年 １名 

 9 月 3 日 

 9 月 5 日 

 9 月 6 日 

神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部 社会福祉学科 ３年 １名 

※小田原市福祉事務所実習の外部機関実習に協力 

他市町村等視察及び研修対応  

①6 月 6 日 

東京都杉並区阿佐谷地区民生委員児童委員協議会視察対応 

内 容：見守り活動について 

来訪者：32 名  対応：市社協・山王網一色地区・下曽我地区 

②7 月 29 日 

茅ヶ崎市南湖地区社会福祉協議会視察対応 

内 容：見守り活動について 

来訪者：20 名  対 応：市社協・山王網一色地区・下曽我地区 

③10 月 3 日 

下田市民生委員児童委員協議会視察対応 

内 容：見守り活動について 

来訪者：21 名  対 応：市社協・山王網一色地区・下曽我地区 



 

 

 

市内社会福祉法人連携事業 2 月 8 日 

 社協さんちの井戸端会議に参加 

各地区の必要性に応じて取り組まれているサロン、地域福祉コーディネーター会、生活応援隊活

動について、より充実していただくことを目的に活動実践者等による交流イベントとして開催し

た「社協さんちの井戸端会議」について、市内社会福祉法人交流会の場としても位置付け、地域住

民と社会福祉法人関係者との交流の機会としました。  

 【参加法人】 4 法人 

職 員 会 議 

①4 月 5 日 

議 題 ⑴ 平成３０年度事業報告・決算書の作成について 

   ⑵ 大規模災害職員対応マニュアルについて  

⑶ ２０１９年度ソーシャルワーク実習生の受入れについて 

②9 月 11 日 

議 題 ⑴ 令和２年度予算編成事務について 

    ⑵ 街頭募金の実施について 

    ⑶ 成年後見制度利用促進の計画について   

    ⑷ 職員採用について  

社会福祉士部会 

（会議） 

① 4 月 12 日 議題等 ⑴ 「社協・生活支援活動強化方針」チェックリストの実施  

② 5 月 30 日 

議題等 ⑴ 「社協・生活支援活動強化方針」チェックリストの実施結果について  

    ⑵ 研修「ワンストップ支援における留意点～複雑・困難な拝啓を有する人々を支援する

ための手引き～」 

③ 6 月 25 日 

議題等 ⑴ 地域包括支援センター社会福祉士部会との活動について 

    ⑵ 「社協・生活支援活動強化方針」チェックリストの実施結果のふりかえりと部会によ

る活動・企画立案について 

④ 7 月 25 日 

議題等 ⑴ ８月の弁護士・司法書士・行政書士との事例検討会について 

    ⑵ 部会による活動・企画案について 

    ⑶ 研修「事例から考える社会福祉協議会の役割について」 

⑤ 8 月 19 日 
議題等 ⑴ ８月の弁護士・司法書士・行政書士との事例検討会について 

    ⑵ ソーシャルワーク実習について 



 

 

 

社会福祉士部会 

（会議） 

⑥ 9 月 20 日 
議題等 ⑴ 研修会等について 

    ⑵ 部会発の事業案について 

⑦10 月 15 日 
議題等 ⑴ 部会発の事業案について 

    ⑵ 年末たすけあい募金配分事業について 

⑧11 月 8 日 
議題等 ⑴ 年末たすけあい募金配分事業について 

    ⑵ 部会発の事業の検討について 

⑨11 月 25 日 
議題等 ⑴ 年末たすけあい募金配分事業について 

    ⑵ 「居場所づくり」の取り組みについて 

⑩ 3 月 20 日 

議題等 ⑴ 令和２年度の包括社会福祉士部会への参加について 

    ⑵ 令和２年度のＳＷ実習の受け入れ（予定）について 

    ⑶ 研修会の企画について 

    ⑷ 「居場所づくり」の取り組みについて 

社会福祉士部会 

（事例検討会） 
8 月 20 日 弁護士・司法書士・行政書士・地域包括支援センターとの事例検討会 

業務連携定例会 

4 月 18 日 

～ 

3 月 19 日 

総合相談体制を進める上で必要な事務局内連携を強めていくため、各事業担当者による定例会議

「業務連携定例会」を開催しました。（毎月第３木曜日） 

 

 

 

 

  



 

 

 

５【広報・啓発活動の推進】 

令和元年度における事業成果 

新年賀詞交歓会は、様々な関係者をお招きし新年の幕開けを祝うとともに、福祉分野等における功績者等を表彰させていただきました。 

また、本協議会広報紙「社協おだわら」を年４回発行し、広報・啓発に努めました。 

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

新 年 賀 詞 交 歓 会 1 月 21 日 

顕 彰 式  表彰の部 市社協役員等 1 名  

       感謝の部 市社協役員等 4 名  

            寄 付 者 19 団体等  

出 席 者  179 名 

会 場  小田原市民会館 3 階 小ホール 

広 報 紙 発 行 

① 5 月 28 日 社協おだわら 第 121 号発行（69,500 部） 

② 8 月 28 日 社協おだわら 第 122 号発行（96,500 部） 

③11 月 27 日 社協おだわら 第 123 号発行（69,500 部） 

④ 2 月 26 日 社協おだわら 第 124 号発行（69,500 部） 

 



 

 

 

６【会員会費及び寄付金】   

令和元年度における事業成果 

 一般会費、特別会費、賛助会費とも実績額は前年度を下回る結果となり、また総世帯数に対する参考加入率は、６５.２％となりました。   

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

会員会費の募集 

4 月 1 日 

～ 

3 月 31 日 

⑴ 一般会費          ５１，４１５口   ２０，５６４，７００ 円 

⑵ 特別会費（個人）       １，６５６口    １，６５６，０００ 円 

     （福祉施設・団体）      ４５口      １３５，０００ 円 

⑶ 賛助会費             ７７３口    ２，３１９，０００ 円 

                   合  計   ２４，６７４，７００ 円 

                  （対前年比較）   ▲２３３，８００ 円 

寄付金品の募集 

4 月 1 日 

～ 

3 月 31 日 

⑴ 市民福祉基金            １７件    １，４０４，０９０ 円 

⑵ 交通遺児援護基金          ２２件      ７８１，９９１ 円 

⑶ ボランティアセンター寄付金     ２９件    １，１６７，０８６ 円  

⑷ ボランティアセンター寄託品     ６５件    内経常経費に対する寄付物品 

                             １１９，０００ 円 

 

 



 

 

 

７【地区社会福祉協議会の育成・援助】 

令和元年度における事業成果 

いきいき健康事業については、地区社協と連携し、要望に応じたメニューで実施できました。 

地域福祉コーディネーター養成研修会の開催により地域福祉コーディネーター会の組織化やサロン活動を実施する地区も増えてきました。 

初めての開催となった「社協さんちの井戸端会議」では、サロン活動者等が有効に情報交換できる場となりました。  

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

活 動 費 助 成 

及び 

職 員 派 遣 等 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

⑴ 地区社協活動財源交付金（社協会費納入実績額の一般会費分：45％、特別及び賛助会費分：50％） 

⑵ 地域安心見守り事業費 

⑶ 地区情報紙作成・世代間交流事業援助費 

⑷ 地域活動参加促進経費 

⑸ 地域福祉コーディネーター会・生活応援隊・サロン活動補助  

⑹ 共同募金協力事務費（赤い羽根共同募金実績額の７%） 

⑺ 家族介護者支援事業費 

⑻ 地区社協及び地区ボランティアブロック別運営費  

⑼ 各地区社協事業、会議、いきいき健康事業等に職員を随時派遣  

⑽ いきいき健康事業の開催(26 地区で 71 回開催・延べ参加人数 2,339 名) 

 

取組内容 回数 取組内容 回数 

健康講話 9 食生活講話 3 

体操教室 10 転倒予防教室 5 

市民体操 6 口腔ケア講話 5 

認知症予防教室 3 ウォーキング 2 

レクリエーション 5 スクエアステップ 4 

片付けセミナー 3 その他 27 

取組内容合計 ＝ 82 件 
 



 

 

 

サ ロ ン 活 動 の 推 進 

4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

初年度運営補助金の交付（５会場：十字①・足柄②・芦子①・酒匂①）他、保険料の負担等、開

催を支援しました。（※丸数字は申請会場数） 

 

サロン活動推進地区 活動状況（初年度運営補助金の交付や本協議会が保険加入しているサロン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区名 サロン名 主な会場 参加条件 開催日程（年度当初） 年間開催数 

新 玉 新宿フラダンス会 14 区公民館 老人クラブ会員 毎週火曜日 48 

万 年 サロンしおざゐ 17 区又は18区公民館 誰でも 年１回 1 

幸 

お茶会 23区公民館 誰でも 不定期 3 

サロンきずな 24区公民館 誰でも 概ね第３火曜日 9 

Café茶畑 25区公民館 誰でも 不定期 5 

お茶飲み会 26区会議所 誰でも 月１回 11 

山王網一色 山王網一色地区サロン 70 区公民館 誰でも 年２回 2 

十 字 
十字ふれあいサロン 十字公民館 誰でも 毎月最終金曜日 10 

こりすくらぶ 十字公民館他 児童・親子 月１回（水曜日） 10 

大 窪 
大窪筋力トレーニング教室 市消防署南分署 高齢者 毎週月・金曜日 128 

囲碁将棋サロン 板橋公民館 誰でも 毎週火曜日 47 

早 川 

早川貯筋教室 早川公民館 誰でも 毎週金曜日 37 

早川リズム会 早川公民館 誰でも 毎週月曜日 37 

あゆっこ 早川保育園 親 子 毎月第４火曜日 10 

陽だまりサロン 早川小学校 親 子 年８回程度 8 

はやか輪くわくサロン 早川小学校・早川公民館 誰でも 概ね第４水曜日 7 

お散歩の会 早川農協前集合 誰でも 毎月第１水曜日 10 

足 柄 

さんさん会 33区公民館他 会員制 月１回 11 

高齢者サロン 33区公民館 高齢者 毎月第２木曜日 11 

カラオケを楽しむ会 33区公民館 誰でも 週１～２回 60 

足柄第二友愛チーム 今井公民館 高齢者 月１回程度 9 

芦 子 「聞」楽会 谷津公民館 高齢者 年４回 4 

 



 

 

 

サ ロ ン 活 動 の 推 進 

4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

地区名 サロン名 主な会場 参加条件 開催日程（年度当初） 年間開催数 

二 川 二川地区サロン会 地区内公民館 老人クラブ会員 年３～５回 5 

久 野 お茶飲み会 地区内公民館 誰でも 年２回 2 

東富水 

サロン「ひがとみ」 テニスガーデン 高齢者 月１回（15日）8月を除く 10 

蛍生会ふれあいサロン 蛍田住宅集会所 高齢者 月３回（2月を除く） 28 

堀之内ふれあいサロン 堀之内公民館 高齢者 月１回・日曜日 10 

霞の瀬ふれあいサロン 霞の瀬集会所 自治会員 年６回 5 

蓮正寺お茶飲み会 蓮正寺住宅集会所 高齢者 月１回 8 

富 水 

ウォーキングサロンいずみ 市内外各所 会員制 月１回（8月を除く） 8 

ふれあいサロン 日枝神社社務所 高齢者 毎月第１火曜日 11 

お茶会「緑の会」 個人宅 高齢者 月１回・水曜日 11 

小台・池田すぎな会 日枝神社社務所 高齢者 毎月第３木曜日 11 

桜 井 

学校前ふれあいサロン 桜井プラザ 誰でも 年２回 2 

柳町ふれあいサロン 柳町集会所 高齢者 月１回(８・９・１２月を除く) 6 

弥生ふれあいサロン 浅原集会所 高齢・児童 年３～４回 3 

西之庭ひだまりの会 曽比公民館 誰でも 毎月第４金曜日(８・９・１２・1月を除く)  6 

中の町ふれあいサロン 尊徳記念館 高齢者 不定期 2 

西栢山ふれあいサロン 西栢山公民館 誰でも 毎月第４火曜日（7・8月を除く） 9 

道下ふれあいサロン 尊徳記念館 高齢者 年４回 4 

寺下ふれあいサロン 寺下集会所 高齢・障がい 不定期 5 

城北元気の会 城北高校 高齢者 不定期 2 

下府中 

ふれあいサロン矢作 矢作公民館 誰でも 毎月第１金曜日 7 

ふれあいサロン白銀 白銀公民館 誰でも 毎月第３木曜日 7 

ふれあいサロン中里 中里公民館 誰でも 毎月第３水曜日 7 

ふれあいサロン鴨宮 鴨宮公民館 誰でも 毎月第４水曜日 7 

ほっと下堀 下堀公民館 誰でも 毎週土曜日 40 

豊 川 
桑原清寿会 桑原公民館 老人クラブ会員 年１回 1 

豊川社協サロン会 豊川市民集会施設他 高齢者 年２回 2 
 



 

 

 

サ ロ ン 活 動 の 推 進 

4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

地区名 サロン名 主な会場 参加条件 開催日程（年度当初） 年間開催数 

上府中 

子育てひろばアイアイ 永塚公民館 児童・親子 毎月第２・４火曜日 20 

ふれあいひろば 千代・高田公民館 高齢者・児童・親子 年６回 6 

ゆったりサロン永塚 永塚公民館 誰でも 年１２回 11 

サロンのぶきよ 延清公民館 誰でも 年５回 5 

いきいきふれあいサロン高田 高田公民館 誰でも 年１２回 11 

ふれあいサロン西大友 西大友公民館 誰でも 年５回 5 

ひだまりサロンちよ 千代公民館 誰でも 年１２回 11 

下曽我 

ふらっと下曽我 市民集会施設 誰でも 毎月第１月曜、第２・４木曜日 30 

きずなサロン「ふらっと・ごうど」 神戸会館 誰でも 毎月第３木曜日 10 

きずなふれあいサロン 岸公民館 高齢者 毎月第１木曜日 9 

曽 我 

ふれあい交流会 下大井公民館 誰でも 毎月第３金曜日、その他 13 

Salon de 籠場 籠場集会所 誰でも 年６回 6 

花里見まもり委員会 花里集会所 誰でも 毎週火曜日、その他 48 

国府津 
ふれんどりぃ 国府津学習館他 高齢者 年８回 8 

サロンこうづ 国府津学習館他 誰でも 月２回、その他不定期 28 

酒 匂 
ふらっとエスケイ 市民集会施設 誰でも 毎月第２・４火曜日 20 

潮風サロン 小田原集会所 誰でも 不定期 8 

富士見 富士見ふれあいサロン かるがも他 誰でも 毎月第３火曜日 10 

前 羽 
長楽会娯楽部 前羽福祉館 誰でも 毎月第２・４金曜日 20 

輪い輪いサロン 前羽福祉館 高齢者 年５回 5 

橘 北 

あしたばの会 下中老人憩いの家 会員制 年１２回 11 

さくらの会 沼代公民館 会員制 月１回（11・12月を除く） 9 

わかば会 若葉台自治会館 誰でも 週６回 270 

たちばな百彩 中村原公民館 高齢者 月２回 20 

にこにこサロン 中村原公民館 高齢者 月１回、その他 16 

秋葉会 小竹公民館他 会員制 年５回 5 

合 計（24地区・75運営） 1,308 
 



 

 

 

三 者 合 同 研 修 会 8 月 27 日 

地域を支える主要三団体（自治会連合会長、地区民児協会長、地区社協会長）の連携・連帯感を

より強固なものとし、社協組織全体で様々な課題の解決に向けて取り組んでいくため、各団体の代

表者による「三者合同研修会」を開催しました。  

 

研修テーマ⑴「特殊詐欺防止について」 小田原警察署 生活安全課長 前原 元樹 氏 

     ⑵「障がい者とともに地域で生活するために」 

                     小田原市障がい福祉課副課長 瀬戸 浩 氏  

 参加者数：７０名 

地域福祉コーディネーター 

養 成 研 修 会 

7 月 22 日 

～ 9 月 5 日 

 

地域福祉を推進する人材や地区社協の運営を実践的に担う人材を幅広い分野から発掘・養成しま

した。 

期 日 内      容 

①  7 月 22 日 地域アセスメントのすすめ     

②  8 月 6 日 地域でのネットワークつくり 

③  9 月 5 日 地域での組織づくり 

 

初回は、地域を知ることから始め、地域活動を効果的にすすめるためのアセスメントを理解し、

地域アセスメントシートの作成方法を学びました。  

２回目は、地域福祉推進のためのネットワークとは何かについて学び、その必要性や効果などに

ついて理解を深めました。 

最終回は、地域福祉活動を行なうボランティアとは何か、どのような権利と義務があるか、また、

組織が継続するために大切な事項や地域の組織力を高める方法、地域福祉コーディネーターの役割

などについて学びました。 

講  師：NPO 法人 よこはま地域福祉研究センター 

   センター長 佐塚 玲子 氏 

受講者数：20 名 

 



 

 

 

地域福祉コーディネーター 

設 置 経 費 助 成 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

地域福祉コーディネーターを有効に活用している地区から順次、申請に基づき設置経費を助成

しました。また、コーディネーター会の活動に対して職員を派遣する等の支援を行いました。  

○令和元年度の助成地区…足柄・久野・東富水・富水・下曽我・前羽（6 地区） 

○コーディネーター会の状況…10 地区で組織化・(カッコ)内数字は人数 

早川(4)・足柄(12)・久野(12)・東富水(5)・富水(13)・下府中(15)・下曽我(12)・ 

国府津(14)・酒匂(8)・前羽(9)  

サロン・生活応援隊・広報活動・地区社協事務局の担い手として活動  

活動拠点（事務局） 

の 体 制 整 備 研 究 
随 時 

①下府中地区…「ふらっとマロニエ」（地域の居場所づくりをテーマに地区社協を構成する諸団

体による運営）を通じ、活動拠点の体制整備を推進しました。 

・開設日及び開催時間：毎週火・木曜日 午後 1 時 30 分から午後４時まで 

・場所：川東タウンセンターマロニエ 

②下曽我地区…旧下曽我支所に、世代を問わずに誰もが利用できる交流の拠点として、「ふらっ

と下曽我」を運営しました。 

・開設日及び開催時間：毎月第１月曜日及び第２・４木曜日午後 1 時 30 分から午後 3 時まで 

・場所：市民集会施設ふれあいの郷（旧下曽我支所） 

③東富水地区…社会福祉法人小田原福祉会が運営するふれあい処「ひとやすみ」を拠点に、東

富水地区社協がボランィアセンター「ささえあいセンター東富水」を運営しました。 

 ・開設日及び開設時間：火曜日及び金曜日の午前 9 時 30 分から午前 11 時 30 分 

 ・場所：ふれあい処「ひとやすみ」 

④酒匂地区…酒匂第一集会施設に、主に高齢者のかたの交流の拠点として、「ふらっとエスケ

イ」を運営しました。 

・開設日及び開催時間：毎月第２・４火曜日 午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分まで 

・場所：酒匂第一集会施設 

ふらっと城山の運営 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

地域の交流拠点として、誰もが気軽に立ち寄れる場として、ふらっと城山を運営しました。 

・開 設 日：月～金曜日（祝祭日、年末年始を除く） 

・開催時間：午前 10 時から午後 4 時まで 

・来場者数：延べ 1,275 名  



 

 

 

きずなチーム員全体研修会 10 月 24 日 

小地域で見守り活動を行なう「きずなチーム」の活動の更なる充実と活性化を図ることに加

え、被災地救援活動の現場からの教えを防災の専門家から学ぶことを通じ、日頃の防災を視点に

した見守り活動の重要性を再認識していただき、住民同士が支え合う「互助の取組」に役立てて

いただくことを目的に開催しました。 

○講演「自衛隊災害派遣部隊指揮官の目から見た東日本大震災の現場」 

／小田原市防災部 副部長 中村信也 氏 

【参加者数】きずなチーム員等 207 名／その他市社協関係者等 12 名 合計 219 名 

きずなチーム活動と見守り・支え合いの基本的なポイントについて再認識していただきまし

た。 

また、被災地救援活動を現場で指揮した自衛官の実体験や記録映像を視聴することにより、備

えることや避難訓練の大切さを学ぶとともに、日頃の活動の重要性や今後の支援・体制づくりに

向けた取り組みについて、地域で考えるきっかけとしていただくことができました。  

きずなチーム代表者連絡会 7 月 31 日 

各地区のきずなチーム代表者に参加していただき、災害時の対応について学んでいただくととも

に、日頃の活動等について情報共有・情報交換していただきました。 

○市社協が考える「きずなチーム活動」について説明 

○災害対応ワークショップ  

①「クロスロードカードゲーム」：避難所での対応能力を身につける 

②「災害に備えて（講義）」：ハザードマップの見方、情報の入手方法、防災用品等について学

ぶ 

○各地区の見守り状況について、情報共有、意見交換 

○市社協から、「全体研修会」開催について参加人員のとりまとめ依頼 



 

 

 

きずなチーム地区別研修会

等 

 

① 6 月 6 日 

② 6 月 19 日 

③10 月 17 日 

④ 2 月 26 日 

地区ごとの活動の活性化を図ること等を目的に開催された地区別研修会（視察研修は除く）等に

ついて支援を行いました。 

№ 地区名 内         容 参加者数(名) 

① 下曽我 全体会・移動に関する困りごとについて（圏域ケア会議）  38 

② 富 水 研修会・「ゲームで避難所を体験！」 53 

③ 桜 井 情報交換会① 70 

④ 桜 井 情報交換会② 50 
 

社協さんちの井戸端会議 2 月 8 日 

各地区の必要性に応じて取り組まれているサロン、地域福祉コーディネーター会、生活応援隊活

動について、より充実していただくことを目的に活動実践者等による交流イベントとして開催しま

した。 

○各コーナー参加状況 

サロン活動等展示 20 か所 

ステージ発表 6 団体・1 個人 

ゆるやかな車座集会 7 地区・3 社会福祉法人 

○来場者数：200 名 

福祉活動助成 

(ケアタウン事業推進団体

応援補助事業) 

12 月 2 日 

(交付日) 

ケアタウン構想の推進に取り組む、多様な担い手の活動を支援するため、１団体につき３万円を

上限として補助金を交付しました。 

交付件数：１件 

交付団体：下曽我おせっ会 

交付金額：２５，０００円 

 



 

 

 

８【高齢者対策事業の推進】 

令和元年度における事業成果 

生活支援体制整備事業コーディネーター業務の受託により、関係機関等との連携が図られました。アクティブシニア応援ポイント事業の参

加者は増加傾向にあります。その他の事業では、継続的な支援を行うことにより、効果的な事業展開を図ることができました。  

 

事 業 名 等 期 日 内  容  等 

福祉活動助成 

（年末たすけあい義援金配分事業）  

5 月 30 日 

（交付日） 
小田原市老人クラブ連合会に事業費の助成（①老人クラブ連合会大会 ②単位クラブ会長研修会） 

食 の 自 立 支 援 事 業 

（受託事業） 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

 

１ 年間配食状況 

【高齢介護課分】 

内容等/月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

普通食数 780 738 724 704 714 690 703 705 741 648 655 713 8,515 

特別食数 548 587 607 635 605 562 555 574 537 510 476 518 6,714 

合計 1,328 1,325 1,331 1,339 1,319 1,252 1,258 1,279 1,278 1,158

0 

1,131 1,231 15,229 
  

【障がい福祉課分】 

内容等/月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

普通食数 76 77 71 75 69 67 67 63 63 60 50 45 783 

特別食数 73 72 73 77 76 71 74 72 76 69 69 75 877 

合計 149 149 144 152 145 138 141 135 139 129 119 120 1,660 
  

【合計（高齢介護課分＋障がい福祉課分）】  

内容等/月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

普通食数 856 815 795 779 783 757 770 768 804 708 705 758 9,298 

特別食数 621 659 680 712 681 633 629 646 613 579 545 593 7,591 

合計 1,477 1,474 1,475

9 

1,491 1,464

0 

1,390 1,399 1,414 1,417 1,287 1,250 1,351 16,889 
 



 

 

 

 

食 の 自 立 支 援 事 業 

（受託事業） 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

 

２ 利用者数 

【高齢介護課分】 

内容等/月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

普通食数 47 46 46 44 46 47 43 43 44 42 43 44 535 

特別食数 32 31 33 34 34 31 31 30 30 29 28 27 370 

合計 79 77 79 78 80 78 74 73 74 71 71 71 905 

 
 

【障がい福祉課分】 

内容等/月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

普通食数 5 5 5 4 4 4 4 5 4 4 3 3 50 

特別食数 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48 

合計 9 9 9 8 8 8 8 9 8 8 7 7 98 

 

３ 配食事業者数（再委託） … 4 業者（年度末時点） 



 

 

 

事 業 名 等 期 日 内  容  等 

アクティブシニア 

応援ポイント事業 

（受託事業） 

4 月 1 日 

～ 

3 月 31 日 

１ ボランティア受入施設 107 施設 7 事業     

有料老人ホーム 15／サービス付き高齢者住宅 3／特別養護老人ホーム 8／介護老人保健施設 5／ 

グループホーム 16／短期入所施設 1／軽費老人ホーム 1／小規模多機能型居宅介護施設 4／

看護小規模多機能型居宅介護施設 1／通所介護施設 19／住民主体型サービス事業所 2／ 

障がい者福祉施設 12／小田原市施設 20・小田原市事業 7 

２ ボランティア活動参加登録者  

⑴  登録者数 282 名  

内訳 更新者 187 名／新規登録者 95 名 

 ⑵ 年齢分布  
 

年齢(歳) 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～ 計 

人数(人) 32 60 91 60 30 7 2 282 

【内訳】男性 4 14 24 14 8 6 2 72 

女性 28 46 67 46 22 1 0 210 

 

 

 

 

３ ボランティア活動数 
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

ス タ ン プ 数 509 593 546 576 444 583 555 493 448 427 405 0 5,579 
参加延人数 363 391 373 391 325 381 380 358 318 301 270 0 3,851 

   1 時間＝1 スタンプ＝1 人＝1 活動数  

４ ポイント交換数＜交換期間：2019 年 4 月 1 日～7 月 31 日＞ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 計 

ポイント数（Ｐ） 422,000 39,000 25,000 3,000 489,000 
【内訳】１，０００ 20 5 0 3 28 

２，０００ 22 4 5 0 31 

３，０００ 20 2 0 0 22 

４，０００ 17 0 0 0 17 

５，０００ 46 4 3 0 53 

交換人数（人） 125 15 8 3 151 

引換商品（個） 188 18 9 3 218 

＊2018 年 4 月 1 日から 2019 年 3 月 31 日までの活動に対し付与されたスタンプ数に応じ、ポイント交換されたもの  



 

 

 

事 業 名 等 期 日 内  容  等 

生活支援体制整備事業 

コーディネーター業務 

（受託事業） 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

 

 地域における高齢者の生活支援等サービスの構築に向けたコーディネート機能を担うことを目

的に、連合自治会（地区社協）を単位としてコーディネーターを配置しました。  

 具体的には、次の各項目に沿った地域の活動を市に報告し、市全体のコーディネーター（市職

員）と情報を共有しました。 

 

１ 地域資源（活動）として報告したもの 

報 告 内 容 報告件数 

資源把握 

新規に把握した活動件数 
3 

資源開発 

地域に必要なサービス（活動）の開発件数 
1 

活動する場 

元気な高齢者が担い手として活動する場（サロン）等の件数  
2,003 

ネットワーク構築 

関係者間の情報共有等を目的に新規に協議する場が設けられた件数  
3 

 

２ 協議体として報告したもの 

報 告 内 容 報告件数 

○協議体の目標 

多様な主体が参画する定期的な情報の共有・連携強化の場として「協議体」

の会議を運営する。 

○令和元年度の報告内容 

地区社協の諸会議やまちづくり委員会関連の会議等を協議体として位置

付けて報告 

240 

 

 

 

 



 

 

 

９【児童福祉対策事業の推進】 

令和元年度における事業成果 

交通遺児世帯や父子家庭の児童生徒に対する支援、また、里親会、市子連に継続的な助成を行い、児童福祉における効果的な事業展開を図

ることができました。 

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

交通遺児援護事業 

4 月 1 日 

～ 

3 月 31 日 

[市社協単独事業] 激励金贈呈  ４名  内訳：小学校１～５学年の各学年修了１名 

                       中学校１・２学年の各学年修了１名 

                       高等学校１・２学年の各学年修了２名 

         支度金贈呈  １名  内訳：中学卒業１名 

         支給品贈呈  ５名  内訳：小学生１名 

                       中学生２名 

                       高等学校生２名 

[県社協受託事業] 激励金贈呈  １名  内訳：中学卒業１名 

父子家庭援護事業 

（ 年 末 た す け あ い 義 援 金 配 分 事 業 ）  
12 月～1 月 ６０名に図書カードを贈呈 

福祉活動助成 

（年末たすけあい義援金配分事業）  

8 月 7 日 

（交付日） 

西湘なでしこ会に事業費の助成（①親子交流会 ②一泊研修会 ③全国里親大会 ④広報紙発

行） 

福祉活動助成 

（年末たすけあい義援金配分事業）  

 12 月 18 日 

（交付日） 
小田原市子ども会連絡協議会インリーダー研修会に事業費助成  



 

 

 

小田原市ファミリー・サポート・

センター事業（受託事業） 

4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

１ 月別活動回数の推移 
内容／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

保育施設の保育開始時や終了後の預かり  84 106 59 58 93 68 65 64 81 65 67 65 875 

保育施設までの送迎 136 95 166 117 104 93 66 179 138 81 85 85 1,345 

放課後児童クラブ終了後の預かり  97 100 162 145 175 130 108 137 144 138 135 107 1,578 

学校の放課後の預かり 32 30 7 8 4 2 2 2 3 1 8 7 106 

冠婚葬祭、学校行事の際の預かり  4 0 2 0 0 0 2 1 0 0 1 5 15 

買い物等外出時の預かり 29 35 21 16 24 32 43 48 38 59 54 49 448 

習い事の援助 87 126 119 61 96 155 114 158 108 150 122 52 1,348 

産前産後家事支援 14 3 6 3 6 6 5 4 0 7 2 21 77 

その他 3 2 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 8 

合計 486 497 542 408 503 486 405 593 512 501 476 391 5,800 

 

２ 会員登録状況（参考：3 月 31 日現在） 

依頼会員：1,209 名 

支援会員： 423 名 

両方会員：  65 名  合計：1,632 名 

 

３ 子育て相談対応件数：20 件 

 

４ 地域リーダー連絡調整会議…事業内容の確認等を目的に、次の期日に開催しました。 

① 4 月 25 日 ② 7 月 10 日 ③ 9 月 27 日 ④ 10 月 17 日 ⑤11 月 20 日 

 

５ 出張登録会…各子育て支援センターで実施しました。 

期 日 センター名 参加者(名) 登録者(名) 

5 月 24 日 こゆるぎ 8 0 

5 月 30 日 いずみ 3 2 

合 計 2 回 11 2 
 



 

 

 

小田原市ファミリー・サポート・

センター事業（受託事業） 

4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

会員紙「ファミサポだより」の発行 

① 9 月：第 28 号  ② 3 月：第 29 号 

①6 月 26～28 日 

②11 月 6～8 日 

新規支援会員研修会 

支援会員登録希望者を対象に開催しました。 

受講者数：①14 名 ②6 名 

① 7 月 10

日 

②11 月 20

日 

フォローアップ研修会兼交流会 

 ①内容「キューピー『食』をテーマにした講演会」・参加者数 30 名 

 ②内容「うちわと折り紙で作る正月飾の熊手」・参加者数 17 名 

10 月 17 日 
全体交流会 

 内容「小児救急救命講習会」・参加者数：39 名 

              

 



 

 

 

１０【心身障がい者対策事業の推進】 

令和元年度における事業成果 

障がい者のスポーツ振興のため、継続的に支援を行い、障がい者の円滑な参加に繋げることができました。  

市が設置した地域障害者自立支援協議会の運営にも協力しました。 

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

福祉活動助成 

（年末たすけあい義援金配分事業）  

8 月 7 日 

（交付日） 
第 23 回小田原市障がい者レクリエーション大会開催事業費の助成 

8 月 7 日 

（交付日） 

障がい者スポーツ振興事業 

第 13 回神奈川県スポーツ大会出場経費の補助 

11 月 25 日 

（交付日） 
 小田原市障害者地域事業所連絡会に事業費（第 11 回楽しい音楽会）の助成 

地域障害者自立支援協議会 

全体会 

6 月 27 日 

3 月 23 日(中止) 

小田原市、箱根町、真鶴町及び湯河原町において、障がい者の地域での自立生活を支えるため、

相談支援事業の適切な実施、関係機関のネットワーク構築、差別の解消を推進することを目的に開

催されました。 

権利擁護部会 

7 月 25 日 

11 月 21 日 

 障がいを理由とする差別の解消に向けてのグループワークや事例検討等を行いました。  

担当職員 1 名出席（権利擁護部門） 

精神障害者地域生活支援部会  

7 月 3 日 

9 月 3 日 

2 月 27 日 

 精神障がい者が地域で安心して暮らすための地域包括ケアシステムの構築に向け、地域の支援者

をつなぐ仕組みを考えました。本会職員は、社会資源グループに所属し、マップ作りについて検討

しました。 

担当職員 1～2 名出席（ボランティアセンター・福祉まるごと相談部門） 



 

 

 

１１【ボランティアセンター活動の促進とコーディネーター機能の充実・強化】 

令和元年度における事業成果 

 ボランティアセンターを中心に様々な機会を通じ、福祉ボランティア活動に対して住民の関心を高め、住民のニーズを積極的に開拓すると

ともに、ボランティア活動の援助を行うことにより、誰もがボランティア活動に参加できる体制整備を目指した事業を展開しました。  

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

ボランティア相談と拠点の提供 
 4 月 1 日 

～ 
 3 月 31 日 

学生や社会人など、幅広い市民の方々が活用しやすいボランティアセンターを目指して、相談

対応等をしました。 

（開館日 月曜日～金曜日 午前 8 時 30 分～午後 5 時まで） 

ボランティア活 動 助 成 
 12 月 20 日 

～ 
 2 月 7 日 

地区ボランティアクラブブロック別連絡会に開催助成金を交付しました。（4 ブロック） 

ボランティアセンター 

寄 託 金 配 分 事 業 
9 月 13 日 

 本協議会ボランティアセンターに登録しているグループ等の活動を支援するための一部経費を

助成しました。 

 ・助成対象：ボランティアセンター登録ボランティアグループ 60 グループ 

 ・交 付 額：210 万 9 千円 

 ・財 源：ボランティアセンター寄託金と一般財源として繰り入れされた共同募金  

 ・配分方法：ボランティアセンター運営委員会で検討  

地区ボランティアクラブ

研 修 会 
(中  止) 

【講 演】テーマ「『ひきこもり』を考える講演会～誰もが暮らしやすい地域づくりをめざして～」 

講 師 ジャーナリスト/KHJ 全国ひきこもり家族会連合会理事 池上 正樹 氏  

           KHJ 全国ひきこもり家族会連合会事務局長      上田 理香 氏 

※本会の福祉まるごと相談事業と小田原市共催の講演会を地区ボランティアクラブ研修会として

位置づけましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、講演会が延期されたため

地区ボランティア研修会は中止しました。（開催予定日：3 月 17 日） 

 



 

 

 

福祉施設体験学習 

7 月 25 日 

～ 

8 月 23 日 

 

 小学校 5 年生から社会人までを対象に社会福祉への理解と関心を深め、施設利用者と直接ふ

れあう事で豊かな人間性を育成することを目的に行う一日体験学習を開催しました。 

№ 協 力 施 設 名 開催日 参加者数 小学生 中学生 高校生 
大  学 

専門学生 
社会人 

1 小田原市障がい児通園施設    つくしんぼ教室 7/25 5 2 3    

2 障害者支援施設 永耕園 7/26 4  2 1  1 

3 児童養護施設 ゆりかご園 8/1 2    2  

4 児童発達支援センター ほうあんふじ 8/6 3   1 2  

5 介護老人保健施設 悠久 8/7 6   2 4  

6 特別養護老人ホーム 西湘老人ホーム 8/9 14  2 6 5 1 

7 障害者支援施設 よるべ沼代 8/20 2    2  

8 特別養護老人ホーム 陽光の園 8/22 2  1  1  

9 障害者支援施設 ほうあんふじみのさと 8/23 2    2  

合計（名） 40 2 8 10 18 2 
 



 

 

 

福祉ボランティアスクール 
 

4 月～3 月 

福祉ボランティア活動に参加をしたいと考えている方を対象に、年間を通じてボランティアと

しての技術的な養成、育成を目的に実施しました。法を検討する必要があります）  

 

№ 講 座 名 延参加人数（名）  開催期間 回数 備   考 

1 

⑴初心者のための朗読講習会 77 5/11～6/22 7 朗読ボランティアもくせい会  

⑵録音ボランティア養成基礎講座  87 9/5～11/7 10 小田原録音奉仕会 

⑶点訳技術講習会 83 5 月～3 月 12 小田原点訳赤十字奉仕団＊1 

2 

⑴手話入門講座（昼間） 179 6/1～6/29 5 手話サークル松の会 

⑵手話入門講習会（夜間） 150 6/1～6/29 5 手話サークル城の会 

⑶手話入門講座（夜間） 96 9/13～10/25 7 手話サークルつみきの会 

⑷手話中級講座（昼間） 90 7/30・9/24・10/29 3 話サークルたんぽぽ 

⑸要約筆記入門講座 99 1/28・2/4・2/18 3 要約筆記サークルこゆるぎ 

3 
傾聴ボランティア養成講座 102 5/16～6/20 6 傾聴ボランティア「ミミの会」  

傾聴ボランティア養成基礎講座 45 11/6～11/27 4 傾聴ボランティア「かなコミ小田原」  

4 
⑴精神保健福祉ボランティア講座（基礎コ－ス）  ― ― ― 

本協議会主催 
⑵精神保健福祉ボランティア講座（自主活動コ－ス）  ― ― ― 

5 はじめての福祉ボランティア講座  64 7/19～11/22 5 本協議会主催＊2 

6 病院ボランティア講座 ― ― ― 本協議会主催 

7 障がい児支援ボランティア講座 2 6/19・7/21 2 小田原養護学校 

8 地区ボランティアクラブ研修会 ― 3/17 1 本協議会主催＊3 

 計 1,074    

＊1 点訳技術講習会…開催期間を 5 月～3 月までと予定。コロナウイルスの影響により 1 月以降 

         中止 

＊2 はじめての福祉ボランティア講座…小田原市が主催する「おだわら市民学校」での共催 

＊3 地区ボランティアクラブ研修会…コロナウイルス感染拡大防止のため中止 



 

 

 

小田原市精神保健福祉 

地 域 交 流 事 業 

実行委員会 

5～2 月 

精神保健福祉に関する市民を対象とした講演会等の啓発事業を実施しました。  

実施にあたっては、市内の精神保健福祉関連機関で実行委員会を構成し、実行委員に職員を派遣

するとともに負担金を交付しました。 

①10 月 3 日 

おだわらハートフェスタ in HaRuNe 

【会場】HaRuNe 小田原うめまる広場 

【内容】こころの病に関するパネルや各団体の展示、福祉施設手作り製品販売、アルコール体質

判定、決定したロゴマーク発表、バルーンパフォーマンス、体と頭のスポーツ「マット

ス」 

②2 月 25 日 

～2 月 28 日 

市役所 2 階市民ロビーへの展示 

【内容】こころの病に関するパネルや各団体の展示  

災害ボランティアセンター 

研修会等 

11 月 27 日 
小田原青年会議所 2019 年度 地域の未来創出委員会公開委員会 

小田原市災害ボランティアセンターについて講演  

 2 月 17 日 
西湘災害ボランティアネットワーク主催「災害ボランティアセンター スタッフ運営訓練」 

職員 1 名がオブザーバーとして出席 

2 月 21 日 Ｃブロックボランティアクラブ連絡会「災害ボランティアセンター設置運営訓練」34 名 

小田原市災害ボランティア

講演会 
(中  止) 

次の内容で計画しましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止となりました。 

【期日】2 月 24 日 

【内容】災害ボランティアセンター設置運営訓練 【会場】川東タウンセンターマロニエ  

【参加団体】西湘災害ボランティアネットワーク・小田原青年会議所・小田原市防災対策課・  

小田原市社会福祉協議会 （＊小田原市と共催） 



 

 

 

台風 19 号ボランティア

対応 
10 月～11 月 

 

台風 19 号による被災者支援活動をボランティア活動者とともに実施 

【事前対応】10 月 10 日…被害を想定し、災害ボランティアセンター設置について、防災対策課と  

事前打ち合わせ実施 

【現地調査】10 月 14 日…職員が被害地域へ出向き、ボランティア支援ニーズ情報収集実施  

（対象地区：山王網一色地区 3 軒・東富水地区 90 軒・前羽地区 9 軒・国府津地区 民児協で

聞き取り）＊他地区電話での聞き取り実施 

【ボランティア活動状況】 

（1）申込ボランティア 個人 26 名・団体 29 名 

（2）ボランティア募集 ホームページによる募集（10 月 15 日～ 実施） 

（3）申し込みボランティア状況 

種別 人員等 男性 女性 
年代 

20～30 代 40～50 代 60～70 代 80 代～ 

個人 26 名 15 名 11 名 7 11 8 ― 

グループ 4 団体（29 名） ― ― 20 4 4 1 

 

 



 

 

 

 

台風 19 号ボランティア

対応 
10 月～11 月 

  

（4）活動実績 （10 月 17 日～11 月 8 日） 

地区名 山王網一色 東富水 富 水 国府津 上府中 

相談件数   2   3 3   4 1 

ボラ対応件数   2 3 2   3 1 

ボラ対応日数   3 6 2   3 1 

延ボラ人数 16 19 2 22 1 

包括職員 2 ― ― ― ― 

社協職員数 3 5 4 2 ― 

内容 

家屋清掃 

土砂撤去 

家具撤去 

畳運びだし 

家屋清掃 

事業所清掃 

家具移動 

 

破損物置撤去 

畳運びだし 

災害ごみ搬出 

駐車場砂掃きだし

砂土のう詰め 

屋外土砂撤去 

屋内駐車場片付け 

側溝土砂撤去 

屋根ブルーシート張り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊個人宅 10 件、事業所 2 件、 

 ＊国府津地区…側溝土砂撤去は、市道水路課へ連絡。（ボランティア対応なし）  

 ＊上府中地区…屋根ブルーシート張りは、ボランティア確認後、専門業者紹介  

 ＊赤い羽根共同募金災害準備金 活用 

 



 

 

 

障がい児者余暇活動支援事業  

～遊びのひろば事業～ 

 

4 月～3 月 

障がいのある方々と家族やボランティア及び支援者が共に自由に遊ぶことの出来る場を提供す

ることにより、「遊び」を通して様々なことを学び、誰もが健やかに成長できる地域づくりを目的

に実施しました。（参加者の減少が見られ、周知が課題となっています）  

プログラム  ⑴ 音楽教室 講師 佐藤音楽教室 佐藤直美氏 

⑵ 体操教室 講師 城山整骨院 

 音楽 体操 計 

回    数 7 5 12 

参 

加 

者 

児童等 32 21 53 

保護者・ヘルパー 22 15 37 

ボランティア・見学者 7 0 7 

講師等 16 5 21 

合  計 77 41 118 

  ＊令和２年３月は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止  

障がい福祉施設ものづくり応援事業  4 月～3 月 平成 29 年度に作成した「障がい福祉施設名産品カタログ＆マップ」を配布 

子どもの居場所づくり連絡会 11 月 アンケート実施 

福祉体験出前講座 

（車イス介助法他） 

5 月 19 日 橘北地区 人とペットの防災フェスティバル ＊人数カウントせず実施 

7 月 1 日 国府津地区地域福祉コーディネーター会 ２１名 

12 月 9 日 小田原市立桜井小学校 ２０名 ＊高齢者疑似体験のみ実施 

12 月 16 日 湘南ラスカ小田原 ５名 ＊高齢者疑似体験のみ実施 

3 月 10 日 神奈川県立城北工業高校定時制 ＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

市民福祉大学 1 月 24 日 

座間キャラバン隊公演会 

「障がいのある子ってどんな気持ち？～見て、聞いて、体験して知ってほしい～」  

【講師】座間キャラバン隊       【共催】県西手をつなぐ育成会 

【会場】川東タウンセンターマロニエ  【参加人数】５８名 



 

 

 

ボランティア依頼等の 

相談受付及び連絡調整 

4 月 1 日 

～ 

3 月 31 日 

１ ボランティアへの援助依頼等の相談 … 121 件 

高齢者、障がい児・者の介護者又は本人から寄せられる日常生活上の相談や、行政や各種団体

から寄せられるイベント等への協力依頼などの相談を受け付け、対応していただけるボランティ

アとの連絡調整を行いました。 

 

⑴ 高 齢 者 か ら の 相 談 …37 件→ 内   容 件 数 

送迎等外出支援 6 

話し相手等生活支援 1 

院内介助 13 

その他 17 

 

 

 

 

 

⑵ 障がい児・者からの相談 …15 件→ 内   容 件 数 

送迎等外出支援 2 

話し相手等生活支援 12 

その他 1 

 

 

 

⑶ 福祉施設、団体からの相談 …69件→ 内   容 件 数 

送迎等外出支援 2 

遊び相手等生活支援 8 

イベント等への協力 37 

趣味活動等指導支援 10 

その他 12 

 

 

 

 

 

 

２ そ の 他 の 相 談 … 59 件 

⑴これから活動を希望する方やボランティア自身からの相談   ……… 35 件 

⑵研修・講座の開催方法や講師の紹介等の学習相談 ……………18 件 

⑶その他の相談（各種制度の紹介、広報依頼、寄付等） …………… 6   件 

年間延べ相談・連絡調整件数（上記 1＋2）   ………180 件 



 

 

 

登録ボランティアの状況等 

（参考） 

3 月 31 日 

現 在 

１ 個人登録ボランティア数 …  389 名 

 ⑴年齢・性別属性 

年  代 男性（名） 女性（名） 計（名） 

21～30 歳 5 30 35 

31～40 歳 16 38 54 

41～50 歳 13 37 50 

51～60 歳 13 48 61 

61～70 歳 16 69 85 

71～80 歳 20 66 86 

81 歳以上 7 11 18 

合   計 90 299 389 

 

 ⑵職業別属性 

属  性 人 数 

学生 36 

勤労者 129 

主婦 136 

自営業 20 

無職・その他 68 

合  計 389 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 登 録 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ …   100 グループ（会員数：2,954 名） 

３ 総登録者数（個人＋グループ会員数） … 3,345 名 

 



 

 

 

福 祉 機 器 等 貸 出 状 況 

（参考） 

3 月 31 日 

現 在 

１ 福祉機器 

品 名 保有台数 貸出台数 在庫台数 

車イス 500 473 27 

 

２ 行事用機器等 

品名（保有数） 貸出回数  

着ぐるみ（5 種類・7 体） 38 

綿菓子機（5 台） 58 

ポップコーン機（5 台） 42 

かき氷機（3 台） 42 

簡易テント 6 

ＯＨＣ（1 台） 1 

高齢者疑似体験セット(6セット) 34 

講座用車イス（6 台） 27 

合  計 248 
 



 

 

 

１２【在宅福祉推進事業の推進】 

令和元年度における事業成果 

生活応援隊については、平成２４年度に東富水地区社会福祉協議会で取り組まれましたが、令和元年度に十字地区まちづくり委員会でも

取組みが始まり、活動が９地区に広がっています。 

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

生活応援隊 

（生活支援ボランティア）の推進  

4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

社会的に何らかの支援を必要とする方々を、社協及び地域がもつ様々な資源を動員し、それぞれ

が補いあって有効に活用する日常生活支援活動の推進に取組みました。  

 

⑴東富水地区（平成 24 年 4 月開始）運営主体：地区社会福祉協議会 

サポーター登録数… 108 名 依頼者数… 65 名 サポーター活動延人数…  914 名 

⑵早川地区（平成 26 年 4 月開始）運営主体：地域福祉コーディネーター会  

サポーター登録数…  40 名 依頼者数… 67 名 サポーター活動延人数…  107 名 

⑶久野地区（平成 26 年 11 月開始）運営主体：地域福祉コーディネーター会 

サポーター登録数…  41 名 依頼者数… 43 名 サポーター活動延人数…  805 名 

⑷酒匂地区社会福祉協議会（平成 27 年 7 月開始） 

サポーター登録数…  83 名 依頼者数… 28 名 サポーター活動延人数…  216 名 

⑸足柄地区（平成 27 年 11 月開始）運営主体：地域福祉コーディネーター会 

サポーター登録数…  46 名 依頼者数… 17 名 サポーター活動延人数…  280 名 

⑹二川地区（平成 29 年 2 月開始）運営主体：まちづくり委員会 

サポーター登録数…  43 名 依頼者数… 20 名 サポーター活動延人数…  134 名 

⑺前羽地区（平成 29 年 11 月開始）運営主体：地域福祉コーディネーター会 

サポーター登録数…  22 名 依頼者数… 12 名 サポーター活動延人数…  223 名 

⑻上府中地区（平成 31 年 3 月開始）運営主体：まちづくり委員会 

サポーター登録数… 116 名 依頼者数…  3 名 サポーター活動延人数…    4 名 

  ⑼十字地区（令和 2 年 2 月開始）運営主体：まちづくり委員会 

 



 

 

 

１３【資金貸付事業】 

 令和元年度における事業成果 

生活福祉資金の貸付件数、貸付金額については、前年度との比較においていずれも減となっています。  

例年、教育支援資金及び生活保護世帯からの福祉資金（日常生活必需品；エアコン購入経費）の借入れ申込み、貸付けが一定数あります。

なお、３月２５日から、新型コロナウイルス感染の影響を受けた場合の特例貸付として、緊急小口資金と総合支援資金についての相談受付

をいたしました。    

生活つなぎ資金については、前年度との比較で、貸付件数は３３件の増、貸付金額は９２万円の増となっています。 

 

事  業  名  等 期    日 内     容     等 

生活福祉資金貸付事業 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

市内在住の低所得世帯等に対して、日常生活必需品の購入費としての福祉資金、高等学校、大学  

への進学に伴う教育支援資金の貸付けを行いました。  

相談件数 ･･･ ２２９件 （※下記の特例貸付の相談を含む） 

 貸付件数 ･････  ９件（福祉資金…６件、教育支援資金…３件） 

貸付金額 ･･･ １，９９９,０００円  

生活福祉資金貸付事業 

《 特例貸付 》 

3 月 25 日 

～ 

3 月 31 日 

緊急小口資金  相談件数 ４２件  

  新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な

生計維持のための貸付けを必要とする世帯    

 総合支援資金  相談件数  ５件 

  収入の減少や失業などにより生活に困窮し、日常生活の維持が困難となっている世帯  

生活つなぎ資金貸付事業 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

福祉事務所で生活保護の申請を行ったものの、保護決定までの間の生活費がないという世帯に対

して少額のつなぎ資金の貸付けを行いました。 

貸付件数 ･･･ ９４件 

貸付金額 ･･･ ２,３６０,０００円 



 

 

 

生活支援資金貸付事業 

4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

 一時的な出費のため生活が圧迫している困窮世帯に対し、緊急に必要な生活費として貸付けを行

い、経済的自立と生活意欲の助長促進を図ることを目的として創設し、小田原市福祉事務所と連携

して本事業を推進しました。 

貸付件数 ･･･ １件 

貸付金額 ･･･ ５００円 

 



 

 

 

１４【日常生活自立支援事業】 

令和元年度における事業成果 

認知症や障がいなどで判断能力が低下しても地域での生活が継続できるよう、利用者との契約に基づいて必要な支援を行いました。 

契約判定会議は事務局内で１０回開催し、新規契約希望１０件、支援計画変更１３件について審査しました。 

 

事 業 名 等 期 日 出席者数 内   容   等 

契 約 判 定 会 議 

 ４月 15 日 
常務理事ほか 

５名 

議題等 ⑴ 契約締結の審査について（１件） 

    ⑵ 支援計画の変更について（２件） 

 5 月 28 日 
常務理事ほか 

５名 
議題等 ⑴ 支援計画の変更について（２件） 

 6 月 13 日 
常務理事ほか 

５名 
議題等 ⑴ 支援計画の変更について（３件） 

7 月 1 日 
常務理事ほか 

５名 
議題等 ⑴ 契約締結の審査について（２件） 

8 月 1 日 
常務理事ほか 

５名 

議題等 ⑴ 契約締結の審査について（２件） 

    ⑵ 支援計画の変更について（１件） 

9 月 4 日 
常務理事ほか 

５名 
議題等 ⑴ 契約締結の審査について（１件） 

11 月 25 日 
常務理事ほか 

５名 

議題等 ⑴ 契約締結の審査について（１件） 

    ⑵ 支援計画の変更について（１件） 

1 月 28 日 
常務理事ほか 

５名 

議題等 ⑴ 契約締結の審査について（１件） 

    ⑵ 支援計画の変更について（２件） 

2 月 26 日 
常務理事ほか 

５名 

議題等 ⑴ 契約締結の審査について（１件） 

    ⑵ 支援計画の変更について（１件） 

3 月 27 日 
常務理事ほか 

５名 

議題等 ⑴ 契約締結の審査について（１件） 

    ⑵ 支援計画の変更について（１件） 



 

 

 

サ ー ビ ス 提 供 状 況 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

１ 3 月 31 日時点の契約状況 

 
福祉サービス利用援助 

合  計 

①日常的金銭管理 ②書類預り 
③福祉サービス

利用援助のみ 

認知症等高齢者 10 0 1 11 

身体障がい者 1 0 0 1 

知的障がい者 2 1 2 5 

精神障がい者 0 0 0 0 

合   計 13 1 3 17 

２ 新規契約者数：10 名 

３ 解 約 者 数： 7 名  

相 談 状 況 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

 

相談対応件数：1,347 件 

生 活 支 援 員 連 絡 会 (中  止) 

 

3 月 6 日に開催を計画しましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止としました。  

 



 

 

 

１５【法人後見事業】 

令和元年度における事業成果 

法人後見事業受任判定会議を事務局内で１回開催しました。 

本協議会を後見人候補者として、本人申立による法人後見受任依頼が１件あり、判定の結果、受任することとしました。 

 

事 業 名 等 期 日 出席者数 内   容   等 

法人後見事業受任判定会議 2 月 23 日 
常務理事ほか 

５名 
議 題 ⑴ 法人後見の受任について（補助類型 1 件） 

受 任 件 数 
3 月 31 日 

現 在 

後見 3 件 

保佐 1 件 

終了 1 件 

 

  



 

 

 

１６【多機関の協働による包括的支援体制構築事業】 

令和元年度における事業成果 

 相談の内容や属性を問わない総合相談窓口となる福祉まるごと相談事業を実施しました。また、複合的な課題を抱えた世帯の支援におい

て必要に応じて相談支援包括化推進会議を開催し、関係機関との連携を図りました。  

 令和元年度は、特にひきこもり者支援に関する包括的支援体制構築を目的に、関連機関との意見交換会や相談支援包括化推進会議を開催

しました。また、一斉改選を迎えた民生委員・児童委員との連携を深めるため、各地区の定例会や研修会に出向き、事業周知等を行いました。 

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

福祉まるごと相談の実施 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

新規相談受付件数      90 件（前年度比+16 件） 

相談対応件数   延べ 1,143 件（前年度比+307 件） 

次年度への相談継続件数   50 件（前年度比+16 件）  

ひきこもり者等の支援 

①12 月 18 日 

ひきこもり家族会立ち上げに向けた意見交換会 

出席者：小田原保健福祉事務所保健予防課  小田原市青少年相談センター 

     小田原市健康づくり課       小田原市生活支援課 

     小田原市福祉政策課 各担当職員 

内 容⑴ひきこもり相談の現状について 

    ⑵ひきこもり家族会の立ち上げについて 

② 3 月 6 日 

ひきこもりをテーマとした相談支援包括化推進会議  

出席者：小田原保健福祉事務所保健予防課  小田原市青少年相談センター 

     小田原市健康づくり課       小田原市生活支援課 

     小田原市福祉政策課 各担当職員 

内 容⑴各機関の対応状況等について 

    ⑵事例を通した各機関の連携に関する意見交換 

    ⑶今後の連携に向けて 

    ⑷「ひきこもり」を考える講演会について 

③ 3 月 17 日 
「ひきこもり」を考える講演会 

 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催延期  



 

 

 

事業周知・研修会対応 

① 1 月 11 日 
幸地区民生委員児童委員協議会定例会 

場所：２２区公民館 

② 1 月 14 日 
東富水地区民生委員児童委員協議会定例会 

場所：蓮正寺公民館 

③ 1 月 14 日 
豊川地区民生委員児童委員協議会定例会 

場所：豊川市民集会施設 

④ 1 月 15 日 
上府中地区民生委員児童委員協議会定例会 

場所：曽我みのり館 

⑤ 1 月 15 日 
久野地区民生委員児童委員協議会定例会 

場所：久野区民会館 

⑥ 1 月 22 日 
足柄地区民生委員児童委員協議会定例会 

場所：中島公民館 

⑦ 2 月 12 日 
大窪地区民生委員児童委員協議会定例会 

場所：５９区公民館 

⑧ 2 月 12 日 
桜井地区民生委員児童委員協議会定例会 

場所：尊徳記念館 

⑨ 2 月 14 日 

Ｃブロック民生委員児童委員協議会研修会 

 対象者：足柄・芦子・二川・久野地区の民生委員・児童委員  

 場 所：生涯学習センターけやき 

⑩ 2 月 19 日 
下府中地区民生委員児童委員協議会定例会 

場所：マロニエ 

⑪ 2 月 18 日 

Ｂブロック民生委員児童委員協議会研修会 

 対象者：十字・早川・大窪・片浦地区の民生委員・児童委員  

 場 所：小田原消防署南町分署 

 



 
 

 

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

圏 域 ケ ア 会 議 4 月 18 日他 

地域包括支援センターが主催する圏域ケア会議に、各地区に関わる関係者とのネットワーク構

築と地域課題把握のため、地区担当職員（生活支援コーディネーター兼務）と福祉まるごと相談

員が参加しました。 

 

開催日 地区名 
地区担当職員 

生活支援コーディネーター 
福祉まるごと相談員 

4 月 18 日 下府中 〇 〇 

4 月 23 日 二川 〇 〇 

5 月 30 日 橘北 〇 〇 

6 月 6 日 下曽我 〇 〇 

6 月 20 日 山王網一色 〇 〇 

7 月 30 日 十字 〇 〇 

9 月 4 日 桜井 〇 〇 

9 月 19 日 万年・幸・新玉 〇 〇 

9 月 30 日 上府中 〇 〇 

11 月 26 日 十字 〇 - 

11 月 28 日 前羽 〇 〇 

2 月 6 日 足柄 〇 〇 

2 月 20 日 豊川 〇 〇 

2 月 25 日 酒匂小八幡・富士見 〇 〇 
 

 

  



 
 

 

 

１７【共同募金運動の活動推進】 

令和元年度における事業成果 

 共同募金会小田原市支会委員会の事務局として、10 月 1 日から 12 月 31 日まで共同募金運動を実施しました。実績額は目標額を１４７

万円ほど下回る結果となりました。また、年末たすけあい義援金を本会から以下のとおり配分しました。 

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

共同募金運動 

10 月 1 日 

～ 

12 月 31 日 

(※募金期間) 

⑴募金目標額と実績額 

                                    (単位：円) 

募金種別等 
共同募金 

内    訳 

赤い羽根分 年末たすけあい分 

目標額 実績額 目標額 実績額 目標額 実績額 

戸別募金 25,089,000  23,532,086 15,173,000  14,226,927 9,916,000  9,305,159 

街頭募金 1,157,000  1,375,761 1,077,000  1,323,516 80,000  52,245 

法人募金 1,578,000  1,444,400 1,578,000  1,444,400 ― ― 

職域募金 35,000  95,414 35,000  95,414 ― ― 

校内募金 292,000  291,516 292,000  291,516 ― ― 

イベント募金 75,000  111,303 75,000  111,303 ― ― 

その他募金 714,000  615,811 410,000  479,150 304,000  136,661  

合  計 28,940,000  27,466,291 18,640,000  17,972,226 10,300,000  9,494,065  

達 成 率 ― 94.91％ ― 96.42% ― 92.18% 
 



 
 

 

 

共同募金運動 

10 月 1 日 

～ 

12 月 31 日 

(※募金期間) 

 

⑵年末たすけあい義援金配分額 

配分先等 配分額(円) 対象数 

社会福祉団体等 

支 援 事 業 

子育てサークル 705,000 36 

私設保育施設 30,000 1 

児童・障がい・高齢者福祉団体 919,000 47 

福祉関係団体 670,000 7 

地域活動支援センター支援事業 350,000 7 

地域福祉事業 

地区社協事業助成費①年末年始事業 1,263,000 26 

         ②見守り活動（年間事業） 3,592,000 26 

ボランティア活動推進事業 1,014,000 ― 

家族介護者支援事業 200,000 ― 

父子家庭援護事業費(図書カード贈呈) 300,000 60 

生活困窮者支援事業 291,422 ― 

運営事務費    159,643 ― 

                合   計 9,494,065  
 

 



 
 

 

 

１８【各種関係団体事業への協力】 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

福祉活動助成 

（年末たすけあい義援金配分事業）  

6 月 21 日 

（交付日） 
小田原市遺族会に事業費（戦没者追悼式）の助成  

 

１９【法外援護等事業】 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

災 害 見 舞 金 の 支 給 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

 ９件支給 

行 旅 病 人 扶 助 事 業  １件支給 

旅 費 支 給 事 業  ５３件支給 

 

２０【福祉サービス利用援助事業】 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

苦情解決相談受付 

4 月 1 日 

～ 

3 月 31 日 

０件 



 
 

 

 

２１【介護サービスセンター事業】 

令和元年度における事業成果 

介護サービスセンターでは、介護保険法に基づきケアプランを作成する居宅介護支援事業とホームヘルパーを派遣する訪問介護事業、市指

定の介護予防・日常生活支援総合事業訪問型サービス（国基準、基準緩和型）、また、障害者総合支援法（障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律）に基づきホームヘルパーを派遣する障害福祉サービス事業（居宅介護、同行援護、移動支援）及び本協議会独

自の自主契約事業を行っています。 

居宅介護支援事業は、特定事業所加算Ⅲ、訪問介護事業及び障害福祉サービス事業では、継続的に特定事業所加算Ⅱを申請しているほか、

ホームヘルパー派遣事業（自主契約を除く）では、処遇改善加算Ⅱに加え新たに特定処遇改善加算Ⅰを取得して経営努力に努めました。  

全国的に介護労働力の不足が深刻化している中、昨年度に引き続き、介護未経験者を対象とした「介護に関する入門的研修」を神奈川県社

会福祉協議会から受託し、地域の介護人材の裾野を広げる役割を担いました。 

［各事業の成果］ 

①居宅介護支援事業 ケアプランの利用者数は減少しました。介護予防プランの受託件数は 1 割増となりました。 

②訪問介護事業 
昨年度に比べて利用者は減少しましたが、利用時間数は微増しました。また、利用回数が約 1 割増しており、

短い時間の利用が増加しました。 

③介護予防・日常生活

支援総合事業 

国基準の訪問サービスは利用者数、活動時間数ともに約１割増となりました。なお、市独自の基準緩和型の

サービスは利用者数、時間数ともに約 1.9 倍に増加しました。 

④障害福祉サービス事

業 
活動時間数が居宅介護で約 1 割減、同行援護では約 2 割減、移動支援では約 1 割減となりました。 

⑤自主契約ホームヘル

パー派遣事業 
制度に該当しない方々へのサービス提供は、利用者数、利用時間数ともに減少しました。 

⑥登録ホームヘルパー

資質向上研修 

登録ヘルパー個々の資質向上を目指すため、訪問介護活動に必要とされるさまざまな知識を習得する機会と

して、研修会を毎月開催しました。なお、研修会の実施は、ホームヘルパーのスキルアップ、キャリアアップ

を図るとともに処遇改善加算要件として位置づけられていることから、昼間のほか夜間の部を設け、全員出席

を目指し開催しました。 

⑦介護に関する入門的

研修事業 

介護人材の不足と求められる介護や生活支援の担い手の拡大として、延べ５日間にわたり研修会を開催しま

した。幅広い年齢層の参加を得て、基礎的なことを学ぶ機会となりました。 
 



 
 

 

 

事 業 名 等 期 日 内   容   等 

居 宅 介 護 支 援 事 業 

（指定事業所番号 

1472300076） 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

１ 事業内容 

⑴ ケアプランの作成 

⑵ 要介護認定や更新の申請に関する情報提供と援助 

⑶ 保険者が実施する各種調査への協力 

⑷ 利用者からの居宅介護支援又は居宅サービス等に対する市、県、国保連への苦情等不服申立

の手続援助 

⑸ 介護予防プランの受託 

⑹ 要介護認定に係る訪問調査業務の委託（28 件）(委託料～R1.9 月：4,320 円、R1.10～：4,400 円)  

⑺ 住宅改修費理由書の作成 

⑻ 介護支援専門員実務研修実習受入れ（3 名） 

２ 介護報酬単価別利用者の割合 

 ⑴ 正規 要介護 1・2(～R1.9 月：11,267 円、R1.10～：11,309 円)＝ 63.4%（延べ 478 名） 

 ⑵ 正規 要介護 3～5(～R1.9 月：14,637 円、R1.10～：14,691 円)＝ 23.3%（延べ 176 名） 

 ⑶ 運営基準減算(上記の 50%、2 月以上連続の場合算定なし) ＝   0.0%（延べ   0 名） 

 ⑷ 加算 

   ①特定事業所加算Ⅲ   ※重複あり（要介護者全員） ＝  86.7％（延べ  654 名） 

(主任介護支援専門員と 2 名以上の介護支援専門員配置、24 時間連絡体制、基準遵守等 3,210 円)  

   ②その他各種加算                                 ＝   6.2%（延べ  47 名） 

(初回及び退院退所等は 3,210 円、入院時情報連携Ⅰは 2,140 円、同Ⅱは 1,070 円、及び各種の組合せによる。 )  

  ⑸ その他の報酬体系                      =  0.0％（現状発生なし） 

※１ 人員配置基準：利用者 35 名に対し介護支援専門員 1 名を配置し、40 名未満である場合

が正規の算定、40 名を超えて 60 名未満まで正規の 50%で算定、60 名

超えた分は正規の 30%で算定（介護予防プラン受託分を含めず） 

※２ 特定事業所集中減算：当該年度を前期・後期に分け当該期を通じてサービス毎に特定の事業所

の利用を組み込んだ計画数が 8 割を超過した場合、翌期の全ての月の算

定が一律 200 単位（1 件あたり 2,140 円）減算 

  ⑹ 介護予防プラン受託分                ＝  13.3%（延べ 100 名） 



 
 

 

 

居 宅 介 護 支 援 事 業 

（指定事業所番号 

1472300076） 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

 

３ 月別利用者数の推移 

介護度 
月 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年間合計 平均利用数 介護度割合 
種別 

要支援１ 
要支援２ 
介護予防支援・受託 

正規 7 8 8 8 8 8 8 8 9 9 9 8 98 8.2 

13.3% 
加算 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0.1 

減算 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 

小計 8 8 8 8 8 8 8 9 9 9 9 8 100 8.3 

要介護１ 

正規 24 24 24 25 26 24 19 20 19 21 21 21 268 22.3 

38.7% 
加算 3 1 2 4 2 1 2 1 3 2 0 3 24 2.0 

減算 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 

小計 27 25 26 29 28 25 21 21 22 23 21 24 292 24.3 

要介護２ 

正規 14 13 12 13 14 14 14 16 18 16 17 17 178 14.8 

24.7% 
加算 0 0 1 1 0 1 2 1 0 1 1 0 8 0.7 

減算 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 

小計 14 13 13 14 14 15 16 17 18 17 18 17 186 15.5 

要介護３ 

正規 8 7 7 7 7 7 6 5 5 5 5 6 75 6.3 

10.6% 
加算 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 5 0.4 

減算 0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 

小計 8 7 7 7 8 8 6 6 5 5 6 7 80 6.7 

要介護４ 

正規 3 3 3 4 4 4 4 4 5 6 6 4 50 4.2 

7.4% 
加算 0 1 1 0 0 0 0 2 1 0 0 1 6 0.5 

減算 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 

小計 3 4 4 4 4 4 4 6 6 6 6 5 56 4.7 

要介護５ 

正規 4 3 3 2 2 3 3 3 3 3 3 4 36 3.0 

5.3% 
加算 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 4 0.3 

減算 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 

小計 4 3 3 3 3 3 3 3 3 4 3 5 40 3.3 

総合計 

正規 60 58 57 59 61 60 54 56 59 60 61 60 705 58.8 

100.0% 
加算 4 2 4 6 4 3 4 6 4 4 2 6 49 4.1 

減算 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0   0 0.0 

小計 64 60 61 65 65 63 58 62 63 64 63 66 754 62.8 
 

 



 
 

 

 

訪 問 介 護 事 業 

（指定事業所番号 

1472300076） 

 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

 

１ 事業内容 
 ⑴ 生活援助  ⑵ 身体介護  ⑶ 身体生活 
 
２ 月別利用者数と活動時間の推移 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
利用者数 33 30 33 35 36 34 

 
生活援助活動時間  145.50 127.00 129.25 156.50 159.25 141.25 

身体介護活動時間  62.00 67.50 68.00 71.00 67.50 72.00 

身体生活活動時間  139.00 144.50 149.50 176.00 169.50 174.50 

合   計 346.50 339.00 346.75 403.50 396.25 387.75 
 

事業内容/月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 
利 用 者 数 35 34 30 31 31 32 394 32.83 

 
生活援助活動時間  137.00 139.00 125.50 127.50 112.00 104.00 1603.75 

身体介護活動時間  88.00 79.00 73.50  78.00  80.50 96.50 903.50 

身体生活活動時間  187.00 155.00 137.00  109.00 113.00 136.00 1790.00 

合   計 412.00 373.00 336.00 314.50 305.50 336.50 4297.25 
 
３ 提供内容別時間数の割合 
 ⑴ 生活援助 = 37.3％   ⑵ 身体介護 = 21.0％   ⑶ 身体生活 = 41.7％ 
 
４ 派遣回数 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

ヘルパー派遣人数  26 26 25 26 26 26 
 

生 活 援 助 169 140 148 184 194 172 

身 体 介 護 64 72 74 78 74 88 

身 体 生 活 116 119 124 144 139 147 

延派遣回数 349 331 346 406 407 407 
 

事業内容/月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 
ヘルパー派遣人数  25 25 23 22 22 22 294 24.50 

生 活 援 助 166 164 151 152 135 110 1,885 157.08 

身 体 介 護 113 104 97 107 110 137  1,118 93.17 

身 体 生 活 160 131 114 91 94 111 1,490 124.17 

延派遣回数 439 399 362 350 339 358 4,493 374.42 
 



 
 

 

 

介護予防・日常生活支援総合事業

（国基準訪問型サービス） 

（指定事業所番号 

1472300076） 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

１ 事業内容 
 ⑴ 生活援助  ⑵ 身体介護  ⑶ 身体生活 
 
２ 月別利用者数と活動時間の推移 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
利用者数 43 44 44 43 44 43 

0 
生活援助活動時間  183.00 197.00 180.00 192.00 182.00 177.00 

身体介護活動時間  42.00 46.00 40.00 48.00 50.00 53.00 

身体生活活動時間  0.00 0.00 0.00 2.00 7.00 0.00 

合   計 225.00 243.00 220.00 242.00 239.00 230.00 
 

事業内容/月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 
利用者数 44 44 44 40 42 45 520 43.33 

 
生活援助活動時間  175.00 175.00 163.00 141.00 159.50 175.50 2,100.0 

身体介護活動時間  65.00 62.00 63.00 60.00 63.00 76.00 668.0 

身体生活活動時間  0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 9.0 

合   計 240.00 237.00 226.00 201.00 222.50 251.50 2,777.0 
 
３ 提供内容別時間数の割合 
 ⑴ 生活援助 = 75.6％  ⑵ 身体介護 =24.1％  ⑶ 身体生活 =  0.3％ 
 
４ 派遣回数 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
ヘルパー派遣人数  24 21 23 21 22 23 

 
生 活 援 助 183 197 180 192 182 177 

身 体 介 護 42 46 40 48 50 53 

身 体 生 活 0 0 0 2 7 0 

延派遣回数 225 243 220 242 239 230 
 

事業内容/月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 
ヘルパー派遣人数  23 20 20 21 23 23 264 22.00 

 
生 活 援 助 175 175 163 141 161 177 2,103 175.25 

身 体 介 護 65 62 63 60 63 76 668 55.67 
身 体 生 活 0 0 0 0 0 0 9 0.75 
延派遣回数 240 237 226 201 224 253 2780 231.67 

 



 
 

 

 

介護予防・日常生活支援総合事業

（基準緩和訪問型サービス）  

（指定事業所番号 

1472000076） 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

１ 事業内容 
 ⑴ 生活援助 
 
２ 月別利用者数と活動時間の推移 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

利用者数 6 6 6 6 6 7 
  

生活援助活動時間  26.00 26.00 19.00 24.00 27.00 25.00 
  

事業内容/月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 
利用者数 7 7 7 7 7 7 79 6.58 

  
生活援助活動時間  31.00 27.00 28.00 29.00 28.00 31.00 321.00 

 
３ 提供内容別時間数の割合 
 ⑴ 生活援助 = 100.00％ 
 
４ 派遣回数 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
ヘルパー派遣人数  3 3 3 3 3 3 

  
生 活 援 助 26 26 19 24 27 25 

  
事業内容/月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 

ヘルパー派遣人数  3 2 2 3 3 3 34 2.83 
  

生 活 援 助 31 27 28 29 28 31 321 26.75 

 

 

 



 
 

 

 

障害福祉サービス事業 

１ 障害者居宅介護事業 

（指定事業所番号 

1412300236） 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

 

１ 事業内容 
 ⑴ 家事援助 
 ⑵ 身体介護      
 ⑶ 通院介助（身体介護を伴う） 
 ⑷ 通院介助（身体介護を伴わない） 
  
２ 月別利用者数と活動時間の推移 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
利用者数  48 48 46 47 45 43 

 

家事援助活動時間 360.00 396.00 373.00 390.00 388.50 352.00 

身体介護活動時間 83.00 84.00 106.00 113.50 88.00 81.00 
通院介助（身体伴う）活動時間  14.50 28.50 15.50 18.50 24.50 26.50 

通院介助（身体伴わない）活動時間  0.00 4.50 4.50 0.00 1.00 0.00 
合   計 457.50 513.00 499.00 522.00 502.00 459.50 

 

事業内容/月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 
利用者数  45 45 44 46 42 42 541 45.08 

 
家事援助活動時間 341.50 339.00 326.00 316.50 294.00 322.00 4,198.50 

身体介護活動時間 67.50 65.50 81.00 54.00 58.00 71.00 952.50 

通院介助（身体伴う）活動時間  24.50 26.00 19.50 20.00 16.50 22.50 257.00 

通院介助（身体伴わない）活動時間  0.00 0.00 0.00 6.50 6.00 6.00 28.50 

合   計 433.50 430.50 426.50 397.00 374.50 421.50 5,436.50 
 
３ 提供内容別時間数の割合 

⑴ 家事援助            =  77.3％ 
⑵ 身体介護            =  17.5％ 

 ⑶ 通院介助（身体介護を伴う）   =   4.7％ 
 ⑷ 通院介助（身体介護を伴わない） =   0.5％ 
   
４ 派遣回数 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 平均 
ヘルパー派遣人数 28 27 28 26 26 27 27 26 24 26 26 25 316 26.33 

延派遣回数 377 416 402 422 406 359 343 344 340 312 299 329 4349 362.42 
 



 
 

 

 

障害福祉サービス事業 

１ 同行援護事業 

（指定事業所番号 

1412300236） 

 ⑴ 重度視覚障害者対象 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

 

１ 事業内容 
 ⑴同行援護 

 
２ 月別利用者数と活動時間の推移 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

利用者数  21 19 20 20 18 19 

 

同行援護（身体伴わない）活動時間  372.00 347.00 402.00 356.00 293.50 360.50 

 

事業内容/月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 

利用者数  18 18 17 17 15 16 218 18.17 

 

同行援護（身体伴わない）活動時間  296.00 280.50 242.00 259.00 237.00 218.50 3664.00 

 
 
３ 提供内容別時間数の割合 

⑴ 同行援護=  100.0％ 
  
４ 派遣回数 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 平均 

ヘルパー派遣人数 17 16 16 16 17 17 17 15 15 17 15 15 193 16.08 

延派遣回数 153 148 151 153 133 140 126 135 118 114 112 114 1597 133.08 

 
 



 
 

 

 

２ 移動支援事業 

（地域生活支援事業） 

（指定事業所番号 

1462300094） 

 4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

事業内容 
 ⑴移動支援 
 
２ 月別利用者数と活動時間の推移 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

利用者数  15 14 15 13 15 13 

 

移動支援（身体伴わない）活動時間  117.5 77.5 153.0 118.5 134.0 103.5 

 

事業内容/月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 

利用者数  16 15 12 12 13 12 165 13.75 

 

移動支援（身体伴わない）活動時間  153.0 153.0 117.5 69.5 86.5 54.0 1337.5 111.46 

 
３ 提供内容別時間数の割合 

移動支援 =  100％ 
   
４ 派遣回数 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 平均 

ヘルパー派遣人数 15 13 14 15 20 14 16 16 13 12 13 10 171 14.25 

延派遣回数 50 38 54 57 56 46 53 48 44 32 42 35 555 46.25 
 



 
 

 

 

自主契約ホーム 

ヘルパー派遣事業 

4 月 1 日 

～ 

 3 月 31 日 

 

１ 事業内 
 ⑴ 家事援助 
 ⑵ 身体介護 
２ 月別利用者数と活動時間の推移 

事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

利用者数 18 15 15 16 17 15 

 

家事援助活動時間  97.50 73.50 84.00 90.50 114.00 102.50 

身体介護活動時間  9.50 6.00 7.00 8.50 7.50 5.50 

合   計 107.00 79.50 91.00 99.00 121.50 108.00 

 
事業内容/月 １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 

利用者数 19 16 18 14 14 15 192 16.00 

 

家事援助活動時間  107.00 95.00 107.50 98.50 92.50 99.00 1161.50 

身体介護活動時間  6.50 5.50 4.50 6.00 5.50 6.50 78.50 

合   計 113.50       100.50 112.00 104.50 98.00 105.50 1240.00 

３ 提供内容別時間数の割合 
⑴ 家事援助 =93.7 % 
⑵ 身体介護 = 6.3 % 
⑶  

４ 派遣回数 
事業内容/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０  １１  １２  １ ２ ３ 合計 平均 

ヘルパー派遣人数  17 16 17 17 22 19 17 18 21 18 19 20 221 18.42 

 
家 事 援 助 64 62 64 71 94 78 83 82 77 72 75 85 907 75.58 

身 体 介 護 9 7 8 12 10 6 9 6 4 8 6 7 92 7.67 

身 体 家 事  0 0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延派遣回数 73 69 72 83 104 84 92 88 81 80 81 92 999 83.25 
 



 
 

 

 

事 業 名 等 期日（会場） 研 修 内 容 講     師 参加者 

登 録 ホ ー ム ヘ ル パ ー 
資 質 向 上 研 修 

平成 31 年 
4 月 16・17 日 
(2 回に分け開催) 
(おだわら総合医療福祉会館) 

第１回登録ヘルパー資質向上研修会 
⑴新年度の事業計画と方針 
⑵訪問介護の活動における注意 

①マニュアルの確認について 
 

運営管理者     遠藤貴文 
サービス提供責任者 袴田はる江 27 名 

令和元年 
5 月 28 日 
(2 回に分け開催) 
(おだわら総合医療福祉会館) 

第２回登録ヘルパー資質向上研修会 
⑴おなか元気教室 

①腸内細菌について 
 

サービス提供責任者 
講師 小田原ヤクルト販売株式会社 
   CS 推進室 茂木信夫   氏 

26 名 

6 月 18・19 日 
(2 回に分け開催) 
(おだわら総合医療福祉会館) 

第３回登録ヘルパー資質向上研修会 
⑴感染症への注意喚起 

①調理「簡単、安い、美味」な献立 
サービス提供責任者 袴田はる江 27 名 

7 月 22・24 日 
(2 回に分け開催) 
(おだわら総合医療福祉会館) 

第 4 回登録ヘルパー資質向上研修会 
⑴事例検討 

①食事介助について 
②口腔ケアについて 

 

サービス提供責任者 袴田はる江 28 名 

8 月 26・27 日 
(2 回に分け開催) 

(おだわら総合医療福祉会館) 

第 5 回登録ヘルパー資質向上研修会 
⑴事例検討 

①車イス介助 
②ヒヤリハット 

サービス提供責任者 袴田はる江 24 名 

9 月 17・18 日 
(2 回に分け開催) 

(おだわら総合医療福祉会館) 

第６回登録ヘルパー資質向上研修会 
⑴認知症について 

①認知症の方のかかわり方 
  ②認知症の種類と特徴⑴認知症について 
  

サービス提供責任者 
講師 曽我病院作業療法士 
     佐藤良枝  氏  

24 名 



 
 

 

 

事 業 名 等 期日（会場） 研 修 内 容 講     師 参加者 

登 録 ホ ー ム ヘ ル パ ー 
資 質 向 上 研 修 

 

10 月 16・24 日 
(2 回に分け開催) 
(おだわら総合医療福祉会館) 

第７回登録ヘルパー資質向上研修会 
⑴自分の体のメンテナンス 

サービス提供責任者 
講師 HSA 鍼灸マッサージ師 
       平栗永士  氏 

25 名 

11 月 26・28 日 
(2 回に分け開催) 
(おだわら総合医療福祉会館) 

第８回登録ヘルパー資質向上研修会 
⑴事例検討 
 ①精神障害者の対応の仕方 

サービス提供責任者 袴田はる江 22 名 

12 月 17・18 日 
(2 回に分け開催) 
(おだわら総合医療福祉会館) 

第 9 回登録ヘルパー資質向上研修会 
⑴同行援護について 

サービス提供責任者 袴田はる江 22 名 

令和 2 年 
1 月 21・24 日 
(2 回に分け開催) 

(おだわら総合医療福祉会館) 

第 10 回登録ヘルパー資質向上研修会 
⑴苦情を発生させないよい対応について 

サービス提供責任者 袴田はる江 20 名 

2 月 17・20 日 
(2 回に分け開催) 
(おだわら総合医療福祉会館) 

第 11 回登録ヘルパー資質向上研修会 
⑴アロマ体験 

サービス提供責任者 
講師 NPO 法人 インターナショナ
ル・フィットセラピーアカデミー  
横山みつこ   氏 

25 名 

3 月 24・27 日 
(2 回に分け開催) 
(おだわら総合医療福祉会館) 

※中止 

第 12 回登録ヘルパー資質向上研修会 
  ⑴茶話会 
 
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

※全ヘルパーに新型コロナウイルス
感染症について、予防対策等の資料
を送付 

31 名 

登録ヘルパー説明会 
2 月 28 日 
(3 回に分け開催) 
(おだわら総合医療福祉会館) 

説明会 
⑴次年度賃金改定について 
⑵新型コロナウイルス感染症予防について 

運営管理者 遠藤貴文 
管理者   田中伸明 
全サービス提供責任者 

31 名 



 
 

 

 

登 録 ホ ー ム ヘ ル パ ー 

の 状 況 等（参考） 

3 月 31 日 

現 在 

 

 

１ 登録人数 … 31 名 … ⑴ 介護福祉士       （11 名） 

               ⑵ ホームヘルパー１級  （11 名） 

               ⑶ ホームヘルパー２級  （17 名） 

               ⑷ 市基準緩和型研修修了者（ 2 名） 

 

 

２ 地区別登録状況（名） 

地区名 緑 新玉 万年 幸 山王網一色 十字 大窪 早川 片浦 足柄 

人 数 1 0 1 0 0 0 2 0 0 2 

 

地区名 芦子 二川 久野 東富水 富水 桜井 下府中 豊川 上府中 下曽我 

人 数 2 1 2 3 1 1 2 1 5 2 

 

地区名 曽我 国府津 酒匂 富士見 前羽 橘北 合計 

人 数 2 3 0 0 0 0 31 

 

 

３ 年齢層（名） 

年齢層 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計 

人 数 0 0 1 3 13 13 1 31 

 
※平均年齢：67.03 歳 
 



 
 

 

 

介護に関する入門的研修 

 
1 目的 介護未経験者が介護に関する基本的な知識を身につけ、基本的な技術を学べる研修を実施し、介護分野へ

の参入のきっかけづくり、多様な人材の参入を促進する。  
2 実施主体      神奈川県 
3 実施事業者運営主体 神奈川県社会福祉協議会 
4 実施事業者     小田原市社会福祉協議会 
5 研修内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6 修了者の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ 修了者は介護職員
初任者研修（旧ホームヘルパー２級）等の法定研修受講の際に科目の一部免除あり。  
   小田原市の基準緩和型サービス従事者研修修了とみなされる。  

日 程 研 修 内 容 

10 月 17 日㈭ 
介護に関する基礎研修（多様なサービスの理解、介護に関する窓口など） 
介護の基本（介護の基本理念、尊厳保持と自立支援など）  

10 月 25 日㈮ 
基本的な介護の方法（講義：介護職の専門性など）  
（実技：車イス介助など） 

10 月 29 日㈫ 基本的な介護の方法（実技：持ち上げない介護など）  

11 月 13 日㈬ 
認知症の理解（心と体の変化と日常、家族への支援など）  
障害の理解（障害の概念、特性など） 

11 月 22 日㈮ 

介護における安全確保（リスクマネジメントなど） 
就職支援ガイダンス 
基準緩和型サービス等ガイダンス 
修了式 

受講者数 19 名[修了者 17 名（補講含）、途中辞退 2 名] 

男性 4 名 21.1％ 年代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 

女性 15 名 78.9％ 1 名 3 名 1 名 6 名 4 名 2 名 2 名 

属性等 ボランティア 1 名 会社員 4 名 主婦 0 名 

自営業 1 名 パート等 7 名 無職 6 名 



 
 

 

 

２２【その他】 

 令和元年度は、大規模災害へ備えた関係者等との連携及び体制整備を目的とした災害時における相互支援・協力に関する協定を締結すると

ともに、台風１５号及び１９号の災害に係る対応を行いました。   

 また、新型コロナウイルス感染症対策に係る注意喚起等の周知徹底を行いました。   

 

 事 業 名 等 期 日 内   容   等 

災害時における 

協定の締結 

7 月 7 日 小田原市及び小田原青年会議所と災害時における相互協力に関する三者協定を締結   

2 月 25 日 
足柄上地区及び西湘地区社会福祉協議会（２市８町）災害時災害ボランテイアセンターに関する相

互支援協定を締結 

台風１５号被害に係る 

職員派遣 

10 月 8 日 

～ 

10 月 11 日  

千葉県南房総市社会福祉協議会・災害ボランティアセンターへ職員１名を派遣  

 神奈川県社会福祉協議会から要請を受け、関東ブロック社協応援職員として、災害ボランティア

センター運営の支援を行いました。  

台風１９号被害に係る 

ボランティア支援活動 

［再掲］ 

10 月 10 日 

～ 

11 月 8 日 

ボランティア支援ニーズ調査結果に基づく活動や、相談等により活動  

 申込みボランティア人員 ５５名（個人 ２６名／グループ４団体） 

新型コロナウイルス 

感染症対策 
2 月 26 日～ 

役・職員及び市民へ向けた感染症予防対策  

企業の商品寄贈による 

社会貢献活動 

7 月 26 日 

3 月 7 日 

（寄贈日） 

セブン-イレブン・ジャパン、神奈川県、神奈川県社会福祉協議会の「商品寄贈による社会福祉貢献

活動 寄贈品に関する協定」による、商品の寄贈 寄贈品数：7/26（2131 点）、3/7（1286 点） 

配分先：地域包括支援センター、母子寡婦福祉会、女性支援施設、生活困窮者支援事業 ほか 



 
 

 

 

２３【法人の運営状況】 

 ⑴ 評議員の状況（令和元年度末現在） 

№ 氏 名 選任年月日 他法人・団体の役員との兼職状況  備 考 

1 加 藤 芳 永 平成 30 年 6 月 4 日 小田原市自治会総連合副会長  

2 曽 我 祐 行 令和元年 6 月 4 日 小田原市自治会総連合理事   

3 山元 重治 令和元年 12 月 17 日 小田原市民生委員児童委員協議会副会長  

4 小 澤 治 枝 平成 29 年 4 月 1 日 小田原市民生委員児童委員協議会監事  

5 山 口 正 隆 〃 緑 地 区 社 協 会 長  

6 池 田 尚 文 令和元年 6 月 4 日 新玉地区社協会長  

7 宮 本  純 平成 29 年 4 月 1 日 万年地区社協会長  

8 相 田 春 子 平成 30 年 6 月 4 日 幸 地 区 社 協 会 長  

9 岩 田 隆 一 平成 29 年 4 月 1 日 山王網一色地区社協会長   

10 安 藤 啓 一 〃 十字地区社協会長  

11 青 木 祐 伸 〃 早川地区社協会長  

12 宮 川 直 史 令和元年 6 月 4 日 片浦地区社協会長  

13 山 田 敏 夫 平成 29 年 4 月 1 日 足柄地区社協会長  

14 田 嶋 邦 典 〃 芦子地区社協会長  

15 奥 津 竹 夫 平成 30 年 6 月 4 日 二川地区社協会長  

16 久保寺征一 令和元年 6 月 4 日 久野地区社協会長  



 
 

 

 

17 岩 崎 良 春 平成 29 年 4 月 1 日 東富水地区社協会長  

18 間 中 俊 雄 〃 富水地区社協会長  

19 下 田 成 一 令和元年 6 月 4 日 桜井地区社協会長  

20 星 﨑 政 光 平成 29 年 6 月 5 日 下府中地区社協会長  

21 白 木  章 令和元年 6 月 4 日 上府中地区社協会長  

22 竹 下 啓 子 平成 29 年 4 月 1 日 下曽我地区社協会長  

23 柿 澤 広 明 平成 29 年 6 月 5 日 曽我地区社協会長  

24  平成 29 年 4 月 1 日 国府津地区社協会長  

25 栗 原 稔 育 〃 酒匂地区社協会長  

26 早 野 格 郎 令和元年 6 月 4 日 富士見地区社協会長  

27 鈴 木 榮 子 平成 29 年 4 月 1 日 前羽地区社協会長  

28 小 泉 弘 芳 令和元年 6 月 4 日 橘北地区社協会長  

29 遠 藤 和 夫 令和元年 12 月 17 日 小田原地区保護司会副会長  

30 安 藤 豊 子 平成 29 年 4 月 1 日 小田原市障害者福祉協議会副理事長  

31 山 本 洋 子 令和元年 6 月 4 日 小田原市母子寡婦福祉会副会長  

32 榮  誠 司 平成 30 年 6 月 4 日 小田原市保育会副会長  

33 鈴 木 洋 子 平成 29 年 4 月 1 日 西湘福祉会理事長  

34 河 野 利 光 〃 小田原箱根商工会議所副会頭  

35 府 川 悟 志 〃 小田原市地域政策課長  



 
 

 

 

36 我妻繁雄 平成 29 年 4 月 1 日 小田原市ボランティア連絡協議会会長  

37 山口なほみ 〃 南鴨宮ボランティア会会長  

 ※選任年月日：評議員選任の評議員選任・解任委員会決議年月日   ※任期：令和 3 年 6 月定時評議員会終結のときまで 

 

  年度中に辞任した評議員  

№ 氏 名 辞任年月日 備 考 

1 下 川  泉 令和元年 5 月 20 日 大窪地区社協会長 

2 市 川  勇 令和元年 6 月 4 日 小田原市自治会総連合理事 

3 鈴 木 裕 章 〃 片浦地区社協会長 

4 西 條 博 之 〃 桜井地区社協会長 

5 安 楽 順 之 〃 上府中地区社協会長 

6 菅 野 和 明 〃 富士見地区社協会長 

7 山 下 隆 士 〃 橘北地区社協会長 

8 佐 藤 久 恵 〃 小田原市母子寡婦福祉会副会長 

9 長 井 和 子 令和元年 12 月 17 日 小田原市民生委員児童委員協議会監事 

10 大 場 得 道 〃 小田原地区保護司会副会長 

 

 

 



 
 

 

 

 ⑵ 理事の状況（令和元年度末現在）  

№ 氏 名 役職 常勤・非常勤の別 選任年月日 他法人・団体の役員との兼職状況  備 考 

1 小 野 康 夫 会 長 非常勤 令和元年 6 月 14 日 無  

2 木 村 秀 昭 副会長 〃 〃 小田原市自治会総連合会長  

3 岡 田  健 副会長 〃 〃 小田原市民生委員児童委員協議会会長  

4 吉田トシ子 副会長 〃 〃 地区社協連絡協議会会長  

5 林  良 英 常務理事 常勤 〃 無  

6 川 口 博 三 理事 非常勤 〃 小田原市自治会総連合副会長  

7 瀬 戸 昌 子 理事 〃 令和元年 12 月 17 日 小田原市民生委員児童委員協議会副会長  

8 下 川  泉 理事 〃 令和元年 6 月 14 日 地区社協連絡協議会副会長  

9 橋 本 輝 夫 理事 〃 〃 小田原市子ども会連絡協議会会長  

10 大 友 昭 夫 理事 〃 〃 小田原市老人クラブ連合会会長  

11 都 築 顕 道 理事 〃 〃 小田原市保育会会長  

12 宮 崎  清 理事 〃 〃 無  

13 山 岡  弘 理事 〃 〃 小田原箱根商工会議所専務理事  

14 杉 崎  智 理事 〃 〃 小田原市福祉健康部副部長  

15 梅 津 和 美 理事 〃 〃 小田原録音奉仕会会長  

 ※選任年月日：理事選任の評議員会決議年月日   ※任期：令和 3 年 6 月定時評議員会終結のときまで 

  



 
 

 

 

年度中に辞任した理事  

№ 氏 名 辞任年月日 備 考 

1 北 村 時 夫 令和元年 5 月 7 日 地区社協連絡協議会副会長 

2 露 木 康 男 令和元年 6 月 14 日 元小田原市監査事務局長 

3 石 田  武 〃 前さがみ信用金庫会長 

4 市川昭維子 令和元年 11 月 30 日 小田原市民生委員児童委員協議会会長 

 

 ⑶ 監事の状況（令和元年度末現在）  

№ 氏 名 職業 選任年月日 他法人・団体の役員との兼職状況  備 考 

1 田 村 佳 江 税理士 令和元年 6 月 14 日 無  

2 鈴 木 哲 夫 無 〃 無  

 ※選任年月日：監事選任の評議員会決議年月日   ※任期：令和 3 年 6 月定時評議員会終結のときまで  

 

 ⑷ 評議員選任・解任委員会委員の状況（令和元年度末現在） 

№ 氏 名 選任年月日 備 考 № 氏 名 選任年月日 備 考 

1 駿 河  寛 令和元年 6 月 14 日  4 鈴木 哲夫 令和元年 6 月 14 日  

2 植田 芳司 〃  5 遠藤 貴文 〃  

3 山口 真一 〃      

 ※選任年月日：委員選任の理事会決議年月日   ※任期：令和 3 年 6 月定時評議員会終結のときまで  



 
 

 

 

 ⑸ 重要な偶発事象  

 本会介護サービスセンターのサービスを受けていた利用者及びその両親から、本会（本会及び登録ヘルパー）に対し訴えが提起された

賠償請求（平成２８年１２月１９日）については、第一審（横浜地方裁判所）では、利用者等の請求を棄却するとの判決（令和元年７月１

２日）が言い渡されたが、控訴審（東京高等裁判所）では、本会が安全配慮義務及び注意義務等に違反し、過失があったものと判断され、

利用者等の請求が一部認められる判決（令和２年１月１６日）が下された。   

 双方、上告・上告受理申立ては行わず、令和２年２月３日付で本会加入損害保険会社から、利用者等へ賠償額等が支払われ終結となっ

た。  

賠償額等  

 ⑴ 利用者等からの賠償請求額  慰謝料、逸失利益等 ４７，７１３，１８１円  

 ⑵ 判決による賠償額等 

  支払総額     １３，２５５，５５８円   

  ①賠償金元本   １０，５００，０００円   

  ②遅延利息     ２，６３０，７５３円  

    [算出明細] 平成２７年２月１日～令和２年２月３日／１８２９日間  

           １８２９日÷３６５日×０．０５×１０，５００，０００  

  ③本会負担控訴費用   １２４，８０５円  

    収入印紙代、書類郵送料等   

  

 

 

 

 



 
 

 

 

 ⑹ 職員の状況（令和元年度末現在）  

拠点区分 常勤職員数 非常勤職員数 計 備 考 

一般事業 20 名 7 名 27 名  

介護サービスセンター事業 8 名 3 名 11 名  

合計 28 名 10 名 38 名  

 

 ⑺ 行政官庁認可等事項  

認可年月日 行政官庁名 件 名 備 考 

令和元年 7 月 1 日 横浜地方法務局湘南支局 
代表理事重任登記 

資産変更登記 
 

 


